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カリキュラム編成の方針（カリキュラム・ポリシー）
　学位授与方針に掲げられた能力の獲得を効果的に実現するために、下記の方針に基づき教育課程を編成
します。
１．社会人として必要な知識、マインド、技能、コミュニケーションスキルを身につけるために、全学部
の学生が履修する「全学共通科目」を設置します。
　　「全学共通科目」の履修によって、外国語能力、情報処理能力、論理的思考力、社会的及び職業的自
立を図るために必要な能力、一般教養等の修得を目指します。
２．学部・学科における専門的知識を身につけるために「学部専門科目」を設置します。ここでは、段階
的に専門性を高めた授業科目を配置します。
　　これらの履修によって、それぞれの学問の体系的な修得を目指します。
３．知識教養の修得を目指した講義科目を配置するとともに、統合的な学習経験と創造的思考による判断
力を養うために、演習・実習科目を配置します。
　これらの履修によって、チームワークやリーダーシップ、コミュニケーションスキルを高める実践能力
や深く多様な視点で物事を見抜き、現代社会を生き抜く力、問題解決力を養います。
４．資格科目として「教職に関する科目」「図書館に関する科目」「司書教諭に関する科目」「博物館に関
する科目」「社会調査士に関する科目」を設置します。
　　これらの履修によって、職業に結びつく能力を獲得し、社会に貢献します。

■文学部
　前期課程においては、学問分野についての基礎的な知識と全体的な視野を学ぶ「総論」、後期課程にお
いては、専門性を高めるために様々な対象や領域を取りあげて考える「各論」、またそれぞれの学問分野
における個別のテーマに焦点を当てて探究する「特殊講義」、同時に人文学・文化表現学・コミュニケー
ション文化学・臨床心理学に共通する専門科目として「文学部共通専門科目」を配置し、これらを学ぶ課
程で、広く人間に関する学識や表現力を養います。
　また、作品制作、文章表現、実験・臨床等の技能・知識の修得のために、前期課程においては「基礎実
習」「実習」「基礎演習」、後期課程においては「特殊演習」「演習」を学びます。
　あわせて、専門的に学問分野を深めるために、前期課程に学問の基本的な手法を学ぶ「研究入門」、後
期課程に少人数によって調査・研究・発表の手法を学ぶ「演習」を配置します。この科目において、みず
から設定した当該分野に関わる主題によって研究を深め「卒業論文・卒業研究」にまとめることで、課題
を探究する思考力や表現力を修得することを目標とします。

　（１）人文学科
　日本・東洋から西洋までを視野におさめつつ、日本文学、創作・表現、日本史、西洋史、美術史、
総合文化、現代思想・社会、国際教養に関する学識を深めます。これらの分野は本学の人文学科の
カリキュラムの中心となるものです。
　具体的には、 １〜 ２年の前期課程ではたとえば日本文学概論、創作論、日本史概説、西洋史概説、
日本美術史、比較文化概論、哲学概論、国際関係学など「総論」を中心に学修し、 ３〜 ４年の後期
課程では「各論」や「特殊講義」等を履修して、より専門的な知識を深めます。たとえば、各論で
は近代日本文学、日本語文章表現、日本文化史、西洋文化史、東西美術交流、女性と文化、現代思
想、多文化社会と民族問題などの授業が履修できます。
　また、 ２年次には必修科目として上記の各分野に関する「人文学研究入門」を履修し、問題を論
理的に分析したり、自己の意見を表現する訓練を行います。 ３〜 ４年次にはそれをさらに発展させ
た「人文学演習」を履修し、卒業論文・卒業研究を作成します。
　さらに、 ４年間を通して国語、書道、美術の教職及び学芸員資格の取得に必要な講義科目や実習
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科目を履修することができます。

　（２）現代文化表現学科
　前期課程においては、専門分野の基礎的な知識を学びます。また「文化表現基礎論」や「現代文
化概論」で読み解く力を身につけ、同時に文化表現の全体像を把握する基礎力を修得します。
　後期課程では、より専門的な知識を深めるための「映像論」や、より高度なスキル獲得を目的と
する「デジタル表現実習」「アート＆デザイン実習」「ライティング特殊演習」で、文化表現につい
て多角的に考察し自ら表現する力を修得するとともに、「現代文化表現学演習」を履修し、卒業論
文・卒業研究を作成します。

　（３）コミュニケーション文化学科
　前期課程では、「コミュニケーション文化学概論」「コミュニケーションの倫理」などの総論科目
を通してコミュニケーションの課題についての基礎的な知識を身につけます。日英両言語の「コ
ミュニケーションスキル（会話）」で言語の運用能力の基礎を固めるとともに、日英両言語および
コミュニケーション理論の ３分野から選択して学ぶ「研究入門」により、学生各自が興味ある分野
を探求する土台をつくり、後期課程での学びに接続することができます。
　後期課程では、コミュニケーションの多様な世界をより専門的に扱う「各論」や、日英両言語の
高度な運用能力の獲得を目的とする「実践日本語」「実践英語」を学びます。「アナウンス」「イン
タビュー」「ナレーション」などは、声を使う職業をめざす際に必要な専門技能を身につける実習
科目です。さらに「手話」「点字」などを学ぶことで、多様な背景をもつ人々とのコミュニケー
ション力をつけることができます。日英両言語およびコミュニケーション理論の ３分野から選択す
る「演習」では学生が能動的に授業に関与・運営することにより、他者との協力を通じた問題解決
能力を獲得するとともに、卒業研究・卒業論文を完成することを通じて、社会で活躍する際に必要
な文章力やプレゼンテーション力を身につけることができます。

■マネジメント学部
　前期課程では、学問の大要と基礎を学ぶために、「学部共通専門科目」、および企業、公共、文化、生活
環境分野の「基幹科目」を配置します。
　「学部共通専門科目」の「実践ゼミナール」「インターンシップ」の履修により、実践的なマネジメント
の技能を学ぶと共に、後期課程に向けて学ぶべき目標や課題を明らかにします。
　後期課程では、専門性を高めるために、企業、公共、文化、生活環境分野の「展開科目」を配置します。
「展開科目」の履修によって、学問の体系的修得を目指すとともに、解決すべき課題を自ら発見し、その
解決策を提案することができる能力の修得を目指します。
　後期課程で身につける知識を実践的に展開し、専門領域における創造的思考力・課題解決力・表現力を
身につけるために、 ３年次および ４年次に「演習」を配置し、また、自らが発見する課題に対する解決策
を提案することにより、論理的思考力と課題解決力を身につけるために、 ４年次に「卒業論文・卒業研究」
を配置します。

　（１）マネジメント学科
　前期課程では、必修の「マネジメント学入門」を通して、マネジメントに関する基礎知識を学び
ます。そして「実践ゼミナール」「インターンシップ」の必修科目の履修により、後期課程での企
業、公共、文化のいずれかの専門領域の選択および学ぶべき目標や課題を明らかにします。
　後期課程では、企業、公共、文化の専門領域におけるより具体的かつ専門性の高い展開科目とと
もに、経営、経済、文化、行政、法律など広範な分野を学習します。また、「展開ゼミナール」の
履修により、後期課程で身につける知識を具体的課題との関連において深化させ、マネジメントを
担うための実践的技能を修得します。また、「卒業論文・卒業研究」を通じ、論理的思考力と課題
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解決力を身に付けます。

　（２）生活環境マネジメント学科
　前期課程では、衣食住や社会生活、環境問題の基礎知識を身につけます。特に「生活環境入門」
「衣生活と環境」「食生活と環境」「住生活と環境」では、後期課程に続くこれらの分野の創造的思
考力、課題解決力、表現力の基礎を十分身につけます。必修科目である「実践ゼミナール」「イン
ターンシップ」の履修により、実践的なマネジメントの技能を学ぶと共に、後期課程に向けて学ぶ
べき目標や課題を明らかにします。
　後期課程では、衣食住、社会生活、環境の分野ごとの展開科目から、学生が希望する専攻分野を
中心に幅広く学び、快適な生活と持続可能な社会の実現に貢献するための専門知識を身につけます。
　「生活環境マネジメント学演習」の履修により、後期課程で身につける知識を実践的に展開し、
専門領域における課題解決を進める応用力、創造的な思考力、実践的な提案力を身につけます。ま
た、「卒業論文・卒業研究」を通じ、論理的思考力と課題解決力を身に付けます。

■観光コミュニティ学部
　観光コミュニティ学部は、学識の修得を段階的に進めるために、学問の大要と基礎を学ぶ「基幹科目」
を前期課程に配置し、後期課程において専門性を深化させた「展開科目」「特殊講義」を配置します。
　また、実践的な技能の修得を目的に、基本的な能力を学ぶ「基礎ゼミナール」を前期課程に配置し、後
期課程では専門的な技能を身につける「特殊演習」「実習」を配置します。
　さらに、観光、コミュニティの各分野における諸問題を発見し、解決するアイデアを創出・提案する能
力の修得を目指す「演習」を配置します。

　（１）観光デザイン学科
　観光デザイン学科は、観光デザインの学識や実践的な技能、社会において実際に発揮できる観光
デザイン能力、観光に関連する各種業界が抱える問題を発見し、解決する能力を段階的に身につけ
られるように、前期課程において、観光及び観光事業に関する「観光学入門」など ３つの必修科目
から構成される「基幹科目」を学び、さらに「基礎ゼミナール」と「学外実習」を通じて実践力を
身につける第一歩を刻みます。
　後期課程では、「展開科目」「特殊演習」「実習」などによって観光に関連する各分野の専門的知
識を身につけ、観光デザイン力や観光関連業界で活躍するための技能、観光関連業界が抱える問題
に対する解決力を身につけます。また、「観光デザイン演習」において、専門的知識を実践的に活
用し、応用力、創造的な思考力、提案力を身につけます。それとともに卒業論文・卒業研究への取
り組みを通じて論理的思考力と課題解決力、プレゼンテーション能力を身につけます。

　（２）コミュニティデザイン学科
　コミュニティデザイン学科は、問題解決学習、グループ・ディスカッション等の能動的な授業形
式を積極的に取り入れつつ、前期課程では「社会学入門」などの「基幹科目」によって、現代コ
ミュニティが直面しているさまざまな問題を理解するための知識を学び、さらに「基礎ゼミナー
ル」と「学外実習」を通じて、それらの問題に対する解決策を提案する能力の修得へ向けた、第一
歩を刻みます。
　後期課程においては、「展開科目」「特殊講義」「特殊演習」によって現代コミュニティに関する
専門的な知識と、実践的なコミュニケーション力・コーディネート力を身につけます。さらに、
「演習」を通じてコミュニティの抱える課題への解決策を提案し、実現できる能力を養います。ま
た、「社会調査士課程」を通じて、社会事象を科学的に調査・分析する能力を身につけます。それ
とともに、「卒業論文・卒業研究」を通じ、それまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活
用できる能力と、自律し自立した学習をする能力を身につけます。
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■心理学部
　臨床心理学科
　心理学部臨床心理学科のカリキュラムポリシーは、臨床系、発達・教育系、社会系、実験系等の心
理学の幅広い領域に関する学識を修得するのに必要な講義科目と、実践的な技能を養う演習科目や実
習科目を配置することとし、それを詳細に記載したものが以下のとおりである。
　前期課程（第 １〜第 ４セメスター）においては、〈総論〉（「心理学概論」「臨床心理学概論」「教育・
学校心理学」等）のほか、〈研究入門〉（「心理学統計法」）、〈実習〉（「心理学実験」）を通して、基
礎・実験系、発達・教育系、社会系、医療系等の心理学の各領域の概観を捉え、心の科学への基本姿
勢を身につける。
　後期課程（第 ５〜第 8セメスター）では、〈各論〉の心理学的理論と方法、心理学の諸領域、心理
学的支援の理論、技法、研究、実践の場に関する理論と方法、心理学隣接諸領域、に関する科目を通
して、さらにその理解を深め技能を高める。
　臨床心理学の実践力（問題解決能力、人間尊重の姿勢、倫理観、協働の精神など）については、前
期課程で得た知識・技能を踏まえて、〈実習〉〈特殊演習〉〈演習〉を通して修得する。
　全学共通科目前期課程の情報処理科目、演習科目などで身につけた情報リテラシー、プレゼンテー
ション能力は、後期課程学科専門科目〈演習〉〈卒業論文・卒業研究〉へとつないでゆく。
　前期課程から後期課程を通して配置されている実習、演習科目では、心の現象、心身の健康に対す
る興味・関心に基づいて、課題を見出し、課題の解決に向けて見通しを立て調整していく自己管理能
力、協調性、倫理観などを養う。



─ 66 ─

Ｐ
66

教育課程
　大学を卒業する（学士の学位を取得する）ためには、 ４年以上在学し、所定の単位を修得しなければな
りません。本学の教育課程では、基礎から専門へと積み重ねて修得していくことができるように、教育課
程を前期課程（ １・ ２年次）と後期課程（ ３・ ４年次）に分け、前期課程から後期課程に進級するための
条件を定め、この要件を満たさないときは、もとの学年次に留まる進級制度をとっています。
　なお、修業年限は「学則第八条」に定めるとおり、前期課程 ２年と後期課程 ２年に分け、それぞれの課
程において ４年を超えて在籍することはできません。

 （1）単位と授業
　「単位」とは、「一定の学修量」を示すもので、 １単位についての基準は『大学設置基準』第二十六条第
二項により、「四十五時間の学修を必要とする内容をもって構成すること」が標準とされています。本学
においても「学則第十九条」においてこれを定めています。なお、下記に示す通り、四十五時間の学修の
うち授業に求められる時間数が、授業の方法によって異なるので、同じ時間数の授業を受けても与えられ
る単位数は異なることがあります。

①講義科目
　１５時間の授業と３0時間の自習をもって １単位とするので、週 １時限（ ２時間、本学においては90分）、
１セメスター１５週をもって ２単位を与える。

②外国語・講読・演習科目
　３0時間の授業と１５時間の自習をもって １単位とするので、週 １時限（ ２時間、本学においては90分）の
場合は、 １セメスター１５週をもって １単位を与える。
　週 ２時限（ ４時間、本学においては90分を ２回）の場合は、 １セメスター１５週をもって ２単位を与える。

③実験・実習・実技科目
　３0〜４５時間の授業と１５〜 0時間の自習をもって １単位とするので、週 １時限（２.５時間、本学においては
１１0分）、 １セメスター１５週をもって １単位を与える。
　【本学における授業時間は、火曜日〜土曜日については上記の通りとなりますが、月曜日については、
　		①講義科目②外国語・講読・演習科目については、週 １時限１0５分、
　		③実験・実習・実技科目については、週 １時限１３0分となり、 １セメスター１３回の授業を実施します。】

 （2）開設科目の種類
　本学で開設されている科目は、「全学共通科目」および「学部専門科目」です。なお、本学文学部人文
学科には、別に「教職に関する科目」、「図書館に関する科目」、「司書教諭に関する科目」、「博物館に関す
る科目」、観光コミュニティ学部には「社会調査士課程」が開設されています。（「資格取得課程」の項を
参照のこと）

 （3）卒業の要件
　卒業に必要な単位数は、文学部、マネジメント学部、観光コミュニティ学部、心理学部ともに全学共通
科目58単位、学部専門科目66単位、合計124単位で、次のとおり前期課程においては、「全学共通科目42単
位」「学部専門科目20単位」、後期課程においては、「全学共通科目16単位」「学部専門科目46単位」を修得
しなければなりません。
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　なお、前期課程および後期課程において修得すべき所定の単位数については、次表を参照してください。

全学共通科目 学部専門科目

前　期　課　程 ４２単位 ２0単位

後　期　課　程 １６単位 ４６単位

合計修得単位 ５8単位 ６６単位

卒　業　要　件 １２４単位

 （4）前期課程修得要件
①進級
　前期課程では、全学共通科目および学部専門科目について次表の要件を含み、単位を修得します。なお、
全学共通科目については、全学部全学科ともに同じ修得要件となっています。
　前期課程に ２年以上在学し、前期課程の修得要件を満たした者は、後期課程に進級できます。前期課程
から後期課程に進級する時期は、 ３年次の初めです。進級するための修得要件は次表のとおりです。

【全学共通科目・前期課程進級要件】〈全学部共通〉

科　目　区　分 修　得　単　位　数

外 国 語 科 目 １６単位以上

情 報 処 理 科 目 ２単位以上

導 入 科 目 ２単位

教 養 科 目 １0単位以上

共 通 専 門 科 目 選　択

社 会 人 形 成 科 目 ３単位以上

体 育 実 技 科 目 選　択

合 計 修 得 単 位

４２単位以上
４２単位を超えて修得した単位を後期課程の全
学共通科目の単位として算入することはでき
ない。
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【文学部専門科目・前期課程進級要件】〈文学部〉

科　目　区　分
人文学科

修得単位数
現代文化表現学科

修得単位数
コミュニケーション文化学科

修得単位数

文学部共通専門科目 選　択 選　択 選　択

総　　　　　論 8単位以上 8単位以上 ６単位以上

研　究　入　門 ４単位 ４単位 ４単位

基　礎　実　習 選　択 選　択

基　礎　演　習 ２単位

実　　　　　習

文学部全学科
合計修得単位

上記要件を含み２0単位以上
なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目の単位と
して算入することはできない。

【マネジメント学部専門科目・前期課程進級要件】〈マネジメント学部〉

科　目　区　分 マネジメント学科修得単位数 生活環境マネジメント学科修得単位数

マネジメント学部共通専門科目 ６単位以上 ６単位以上

基　幹　科　目 ６単位以上 ６単位以上

マネジメント学部全学科
合計修得単位数

上記要件を含み２0単位以上
なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目の単位と
して算入することはできない。

【観光コミュニティ学部専門科目・前期課程進級要件】〈観光コミュニティ学部〉

科　目　区　分 観光デザイン学科修得単位数 コミュニティデザイン学科修得単位数

観光コミュニティ学部共通専門科目 選　択 選　択

基　幹　科　目 １0単位以上 １0単位以上

演　　　　　習 ２単位 ２単位

資　格　科　目 選　択

観光コミュニティ学部全学科
合計修得単位

上記要件を含み２0単位以上
なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目として算
入することはできない。

【心理学部専門科目・前期課程進級要件】〈心理学部〉

科　目　区　分 臨床心理学科修得単位数

総　　　　　論 １２単位以上

研　究　入　門 ２単位

実　　　　　習 ２単位

心理学部
合計修得単位

上記要件を含み２0単位以上
なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目の単位と
して算入することはできない。
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②仮進級
　進級要件を満たしてはいないが、前期課程に ２年以上在学し、全学共通科目と学部専門科目の合計で、
進級要件のうち60単位以上修得している者（進級要件で定められた必要単位数を満たす上で不足する単位
数が ２単位以下の者）に対しては、学長が仮に進級することを許可することがあります。ただし、前期課
程として認められる在学期間が満了した者は、除籍となります。
　仮進級が認められた者の後期課程における履修は、進級が認められた者と同等です。ただし、前期課程
として認められる在学期間中に前期課程科目を修得しなければなりません。この期間に修得できなかった
場合、除籍となります。
　仮進級を許可された者がこれを辞退するときは、教務部長が定める期日までに仮進級辞退届を提出しな
ければなりません。

 （5）後期課程修得要件
　後期課程では、全学共通科目および学部専門科目について次表の要件を含み、単位を修得します。なお、
全学共通科目については、全学部全学科ともに同じ修得要件となっています。
　後期課程に ２年以上在学し、前期課程と後期課程の修得要件を満たした者は、卒業することができます。

【全学共通科目・後期課程修得要件】〈全学部共通〉

科　目　区　分 修　得　単　位　数

外 国 語 科 目 選　択

情 報 処 理 科 目 選　択

教　 養　 科　 目 ４単位以上

共 通 専 門 科 目 選　択

社 会 人 形 成 科 目 １単位以上

総　 合　 科　 目 選　択

合　計　修　得　単　位 １６単位以上
前期課程の全学共通科目を算入することはできない。

【文学部専門科目・後期課程修得要件】〈文学部〉

科　目　区　分
人文学科

修得単位数
現代文化表現学科

修得単位数
コミュニケーション文化学科

修得単位数

文学部共通専門科目 選　択 選　択
１8単位以上

各 　 　 論 １６単位以上 １６単位以上

特 殊 講 義

１0単位以上

６単位以上 ２単位以上

特 殊 演 習
４単位以上

４単位以上

実 　 　 習 ２単位以上

演 　 　 習 ４単位 ４単位 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位 ２単位 ２単位

文学部全学科
合計修得単位

上記要件を含み４６単位以上
なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門科目及び学部共通専門科目並びに他学
部専門科目の単位を算入することはできない。ただし、人文学科においては、後期課
程生として修得した前期課程の総論 ６単位を含めることができる。
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【マネジメント学部専門科目・後期課程修得要件】〈マネジメント学部〉

科　目　区　分 マネジメント学科修得単位数 生活環境マネジメント学科修得単位数

マネジメント学部共通専門科目
２６単位以上 ２６単位以上

展　開　科　目

演　　　　　習 ４単位 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位 ２単位

マネジメント学部全学科
合	計	修	得	単	位	数

上記要件を含み４６単位以上
なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門科目及び学部共通専門科
目並びに他学部専門科目の単位を算入することはできない。ただし、後
期課程生として修得した前期課程の自学科の基幹科目 ６単位を含めるこ
とができる。

【観光コミュニティ学部専門科目・後期課程修得要件】〈観光コミュニティ学部〉

科　目　区　分 観光デザイン学科修得単位数 コミュニティデザイン学科修得単位数

観光コミュニティ学部共通専門科目 選　択 選　択

展　開　科　目 ２４単位以上 １６単位以上

特　殊　講　義 8単位以上

特　殊　演　習 １単位以上 ２単位以上

実　　　　　習 １単位以上

演　　　　　習 ４単位 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位 ２単位

資　格　科　目 選　択

観光コミュニティ学部全学科
合計修得単位

上記要件を含み４６単位以上
なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門科目及び学部共通専門科
目並びに他学部専門科目の単位を算入することはできない。ただし、後
期課程生として修得した前期課程の自学科の基幹科目 ６単位を含めるこ
とができる。

【心理学部専門科目・後期課程修得要件】〈心理学部〉

科　目　区　分 臨床心理学科修得単位数

各　　　　　論 ２４単位以上

特　殊　演　習
１単位以上

実　　　　　習
１単位以上

演　　　　　習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

心理学部
合計修得単位

上記要件を含み４６単位以上
なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門科目及び他学部専門科目
の単位を算入することはできない。
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 （6）履修登録単位数
　進級又は卒業に必要とする単位を修得することになる授業科目を、履修科目として履修登録しなければ
なりません。一学期ごとの単位数の総計（登録総単位数）は次表のとおりです。

下　限 上　限 ただし、小数点以下は切り捨てるため、登録
申請する際の単位数の上限は、 １学期ごとに
２２単位とする。

前　期　課　程 １５単位 ２２単位

後　期　課　程 8単位 ２２単位

※登録総単位数の下限は、進級または卒業の見込みの立つ単位数をもって下限とすることができる。
※通年科目は、春学期と秋学期に均等に分割して登録総単位数に算入する。
※	集中講義科目（夏季休業日・冬季休業日及び春季休業日等に実施される授業科目）は、登録総単位数に
は含めない。
※	教職・司書・司書教諭・学芸員の資格課程科目は含めない。
※他学部・他学科の専門科目を履修登録する場合は、登録総単位数に含める。
※	他の大学等との間で締結した協定に基づく授業科目の履修は、本学における履修科目の登録とみなし、
登録総単位数に含める。
※	前期課程生である後期課程開設科目の履修許可者の後期課程開設科目の履修登録単位数は、「原級留置
となった前期課程生の後期課程科目履修及び単位認定に関する規程」を参照すること。
※後期課程生が卒業要件に含まれない前期課程開設科目を履修登録する場合は、登録総単位数に含めない。
なお、進級要件を満たす必要から、仮進級許可者は前期課程開設科目を履修登録する場合は、登録総単
位数に含める。

 （7）他学部・他学科の専門科目の履修

１．他学部の専門科目の履修 前期課程においては ４単位、後期課程においては 8単位を上限に、
自学部・自学科の専門科目として卒業要件に含めることができる。

２．自学部他学科の専門科目の履修
上記の他学部専門科目の単位とあわせて、前期課程においては 8
単位、後期課程においては１４単位を上限に、自学部・自学科の専
門科目として卒業要件に含めることができる。
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【当該学部学科に所属する学生の履修を優先させ、他学部他学科生等の履修を制限することができる科目】

開設学部 学　　科 科目区分 授業科目

文学部

人文学科

研究入門 人文学研究入門Ａ〜 L

演習 人文学演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

現代文化表現学科

研究入門 現代文化表現学研究入門Ａ〜Ｈ

演習 現代文化表現学演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

コミュニケーション文化学科

研究入門 コミュニケーション文化学研究入門Ａ〜Ｆ

演習 コミュニケーション文化学演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

マネジメント学部

共通専門科目
実践ゼミナールA・B

インターンシップ

マネジメント学科
演習 展開ゼミナールⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

生活環境マネジメント学科
演習 生活環境マネジメント学演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

観光コミュニティ
学部

共通専門科目 観光コミュニティデザイン実践

観光デザイン学科

演習
基礎ゼミナール（観光）

観光デザイン演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

実習
キャビンアテンダント（CA）実習

ホテルマネジャー・女将実習

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

コミュニティデザイン学科

演習
基礎ゼミナール（コミュニティ）

コミュニティデザイン演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究

資格科目 社会調査実習Ⅰ・Ⅱ

心理学部 臨床心理学科

研究入門 心理学統計法

実習

心理学実験

健康心理アセスメント実習

心理実習Ａ・Ｂ・C

特殊演習 心理演習

演習 臨床心理学演習ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB

卒業論文・卒業研究 卒業論文・卒業研究
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Ⅰ．全学共通科目の履修
　全学共通科目は、全学部の学生が履修することができます。ただし、「外国語科目」と「情報処理科目」、
「導入科目」及び「社会人形成科目」については、クラス指定になります。
　なお、同一科目名で開講されている科目については、 １科目しか卒業に必要な単位とすることはできま
せん。再度履修しても重複扱いとなります。
　卒業に必要な全学共通科目の単位数は、前期課程４２単位、後期課程１６単位の所定修得単位数を含む５8単
位で、最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　　考

前
　
期
　
課
　
程

外 国 語 科 目 １６単位以上

Ａ・Ｂ・Ｃコースいずれかの要件を満た
しつつ、１６単位以上修得する。
外国語科目「選択」区分から ４単位まで
を必修単位として読み替えることができ
る。

情 報 処 理 科 目 ２単位以上 情報リテラシーⅠ・Ⅱを含めて ２単位以
上を修得する。

導 入 科 目 ２単位

教 養 科 目 １0単位以上

共 通 専 門 科 目 選　択

社 会 人 形 成 科 目 ３単位以上

体 育 実 技 科 目 選　択

前期課程合計修得単位 ４２単位以上
４２単位を超えて修得した単位を後期課程
の全学共通科目の単位として算入するこ
とはできない。

後
　
期
　
課
　
程

外 国 語 科 目 選　択

情 報 処 理 科 目 選　択

教 養 科 目 ４単位以上

共 通 専 門 科 目 選　択

社 会 人 形 成 科 目 １単位以上

総 合 科 目 選　択

後期課程合計修得単位 １６単位以上 前期課程の全学共通科目を算入すること
はできない。

合　計　修　得　単　位 ５8単位以上
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全学共通科目課程表【前期課程】
区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

外
　
　
国
　
　
語
　
　
科
　
　
目

Ａ

英語ＡⅠａ ２

１６
単
位

１

春学期
秋学期

秋山まき子、阿部陽子
伊藤友美、井上真理
岩永祥恵、J.	ウイット
梅垣代枝野、大木　富
小平昌子、影山なおみ
兼利琢也、川村由美

木下ひろみ
クリストファー・ブルスミス
小池知之、小暮正人
古田島綾子、小西正恵
榊原かをり、設楽靖子
清水雅夫、菅沼文子
鈴木武生、鈴木光代
瀬戸千尋、妹尾新太郎
田村奈穂子、照山顕人
徳岡麻絵子、飛渡　洋
冨澤典子、中尾正史
西田晴美、野上文子
G.	L.	ハッシー、Ｋ.	ビーゲル
穂苅友洋、堀　邦維
本多幸七郎、峰松和子
宮本和茂、村越麻子
山本三穂、山本雄一郎
吉﨑　圓、吉田信夫
米川聖美、陸田絵里子
P.	レイツ、Ｍ.	ワークマン

A・B・Cコー
スのいずれか
を選択して、
１６単位修得す
る。なお、C
コースを選択
した場合は、
英語Ⅰ〜Ⅳの
8単位に加え
て、フランス
語Ⅰ〜Ⅳ、ド
イツ語Ⅰ〜Ⅳ、
中国語Ⅰ〜Ⅳ、
朝鮮・韓国語
Ⅰ〜Ⅳのうち
１つの外国語
を選択し、 8
単位を修得す
る。
外国語科目
「選択」区分
から ４単位ま
でを必修単位
として読み替
えることがで
きる。

英語ＡⅠｂ ２ １

英語ＡⅡａ ２ １

英語ＡⅡｂ ２ １

英語ＡⅢａ ２ ２

英語ＡⅢｂ ２ ２

英語ＡⅣａ ２ ２

英語ＡⅣｂ ２ ２

B

英語ＢⅠａ ２ １

春学期
秋学期

責任者：西田晴美
Ｒ.	トマクデル
Ｇ.	キャンベル
Ｇ.	ライサネン
Ｓ.	フェルナン
Ｔ.	ユー

英語ＢⅠｂ ２ １
英語ＢⅡａ ２ １
英語ＢⅡｂ ２ １
英語ＢⅢａ ２ ２
英語ＢⅢｂ ２ ２
英語ＢⅣａ ２ ２
英語ＢⅣｂ ２ ２

C

英語Ⅰ ２ １

春学期
秋学期

秋山まき子、阿部陽子
伊藤友美、井上真理
岩永祥恵、J.	ウイット
梅垣代枝野、大木　富
岡田真弓、小平昌子
影山なおみ、笠原園子
兼利琢也、香山はるの
川村由美、木下ひろみ
クリストファー・ブルスミス
小池知之、小暮正人
古田島綾子、小西正恵
榊原かをり、設楽靖子
清水雅夫、菅沼文子
鈴木武生、鈴木光代
瀬戸千尋、妹尾新太郎
田村奈穂子、照山顕人
徳岡麻絵子、飛渡　洋
冨澤典子、中尾正史
西田晴美、野上文子
G.	L.	ハッシー、Ｋ.	ビーゲル
堀　邦維、本多幸七郎
峰松和子、宮本和茂
村越麻子、山本三穂
山本雄一郎、吉﨑　圓
米川聖美、陸田絵里子
P.	レイツ、Ｍ.	ワークマン

渡辺玲子

英語Ⅱ ２ １

英語Ⅲ ２ ２

英語Ⅳ ２ ２
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

外
　
　
国
　
　
語
　
　
科
　
　
目

C

フランス語Ⅰ ２

１６
単
位

１

春学期
秋学期

石井珠江、伊藤敬佑
神田浩一

ギユーヴァランタン
坂本秀夫、篠原洋治
鈴木　暁、高尾　歩

中原暁彦

フランス語Ⅱ ２ １
フランス語Ⅲ ２ ２
フランス語Ⅳ ２ ２
ドイツ語Ⅰ ２ １

春学期
秋学期

阿部一哉、片岡慎泰
長谷川悦朗、早崎えりな
フィッシャー大澤ユディット
M.	フライベルク
R.	ヘニング

ドイツ語Ⅱ ２ １
ドイツ語Ⅲ ２ ２
ドイツ語Ⅳ ２ ２
中国語Ⅰ ２ １

春学期
秋学期

石黒ひさ子、和富弥生
小路口ゆみ、佐和田成美
張　国璐、塚越千史
三宅登之、安本真弓
李　振渓、陸　偉栄

和田和子

中国語Ⅱ ２ １
中国語Ⅲ ２ ２
中国語Ⅳ ２ ２
朝鮮・韓国語Ⅰ ２ １

春学期
秋学期

李　在鎬、李　英蘭
家永祐子、魏　聖銓
荻野千尋、金　順任
金　秀美、金　恵珍
辛　大基、文　智暎

朝鮮・韓国語Ⅱ ２ １
朝鮮・韓国語Ⅲ ２ ２
朝鮮・韓国語Ⅳ ２ ２

選
　
　
　
択

英語マルチメディアレッスン １

選
択

１・２ 春学期
秋学期 マック，カレン

英語再入門Ａ １
２ 春学期 兼利　琢也
１・２ 秋学期 中村　　聡

英語再入門Ｂ １
２ 春学期 渡辺　玲子
１・２ 秋学期 峰松　和子

英語リーディング １ ２ 春学期 西田　晴美
英語ライティング １ ２ 秋学期 峰松　和子
フランス語リーディング・ライティング １ ２ 秋学期 坂本　秀夫
ドイツ語リーディング・ライティング １ ２ 秋学期 阿部　一哉
中国語リーディング・ライティング １ ２ 秋学期 安本　真弓
朝鮮・韓国語リーディング・ライティング １ ２ 秋学期 金　　順任

情
　
報
　
処
　
理
　
科
　
目

情報リテラシーⅠ １

２単位

１
春学期
秋学期

江藤　香、海津ヨシノリ
川端正弘、北久保茂
倉橋節也、黒田　涼
小久保秀之、近藤佐保子
柴田　徹、高瀬浩史
野村英登、福澤保裕

松田　洋
情報リテラシーⅡ １ １

画像処理基礎演習 １

選択

１・２ 春学期 田辺公一朗

Ｗｅｂ制作 １ １・２ 春学期
秋学期

黒田　　涼
柴田　　徹

マルチメディア基礎演習（映像制作） １ １・２ 春学期 海津ヨシノリ

マルチメディア基礎演習（音楽制作） １ １・２ 春学期
秋学期

伊藤　　穣
海津ヨシノリ

Microsoft	Office	Specialist	基礎演習 １ １・２ 春学期
秋学期

倉橋　節也
黒田　　涼
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

導
　
　
入
　
　
科
　
　
目

プロゼミⅠ １

2
単
位

１

春学期
秋学期

赤松瑞枝、阿部一哉
天海　弘、新井　雅
新垣夢乃、石塚正敏
石渡尚子、泉　雅博
磯貝政弘、植田恭代
小川　忠、小栗貴弘
小関孝子、鍵屋　一
加藤大鶴、要真理子
加美甲多、神山伸弘
禿あや美、川島京子
河村英和、許　伸江
剱持あずさ、小板橋靖夫
郷香野子、小仲信孝
小長谷悠紀、酒井佳永
櫻川幸恵、佐藤富雄
佐野美智子、塩月亮子
篠崎健司、篠原　靖
柴田眞美、副島善道
曽山　毅、臺　純子
高橋聖子、崔　勝淏
鶴田雅昭、富川淳子
中西太郎、中西　哲
中村　聡、野島一彦
板東充彦、深町浩祥
穂苅友洋、細川　淳
前場康介、松井理恵
マック，カレン、松嵜くみ子
真辺美佐、水谷幸恵
宮岡佳子、宮崎圭子
宮崎正浩、宮津多美子
三輪健太朗、村上　理
村田あが、茂木一司
森まり子、矢野峰生
山澤成康、山田秀樹
横井由利、横堀応彦
吉澤京子、吉田さち
吉田信夫、渡邉大輔

プロゼミⅡ １ １

教
　
養
　
科
　
目

人
　
　
　
文

文芸理論 ２

１0
単
位
以
上

１・２ 春学期
秋学期

稲垣智花、神田浩一
奴田原諭

歴史理論 ２ １・２ 春学期
秋学期

岡山麻子、香坂直樹
原　正人

言語科学 ２ １・２ 春学期
秋学期 若狭　基道

記号論 ２ １・２ 秋学期 若狭　基道
日本現代史 ２ １・２ 秋学期 岡山　麻子
アジア現代史 ２ １・２ 秋学期 原　　正人

ヨーロッパ現代史 ２ １・２ 春学期
秋学期 香坂　直樹

日本文学 ２ １・２ 春学期
秋学期

中島　輝賢
三村　友希

中国文学 ２ １・２ 秋学期 渡邉　登紀
英文学 ２ １・２ 春学期 設楽　靖子
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教
　
養
　
科
　
目

人
　
　
　
文

ドイツ文学 ２

１0
単
位
以
上

１・２ 春学期
秋学期 片岡　慎泰

フランス文学 ２ １・２ 春学期	
秋学期 神田　浩一

ロシア文学 ２ １・２ 春学期	
秋学期 木村　敦夫

西洋古典文学 ２ １・２ 春学期	
秋学期

小島　和男
古澤　香乃

百人一首 ２ １・２ 春学期	
秋学期

石井　正己
加美　甲多

社
　
　
　
会

異文化理解 ２ １・２ 春学期	
秋学期

小池　知之
峰松　和子

地理学 ２ １・２ 秋学期 平澤　　香

社会学 ２ １・２ 春学期	
秋学期 佐藤　富雄

国際関係論 ２ １・２ 春学期 高橋　善隆
ボランティア論 ２ １・２ 秋学期 越智　方美
法学 ２ １・２ 秋学期 高橋　聖子

日本国憲法 ２ １・２ 春学期	
秋学期 青山　　豊

政治学 ２ １・２ 秋学期 高橋　善隆

経済学 ２ １・２ 春学期	
秋学期

田中　秀実
米田　泰隆

家政学 ２ １・２ 秋学期 赤松　瑞枝

人
　
間

哲学 ２ １・２ 春学期 大西　正人
倫理学 ２ １・２ 秋学期 大西　正人
論理学 ２ １・２ 春学期 大西　正人
認識論 ２ １・２ 春学期 須藤　孝也

心理学 ２ １・２ 春学期	
秋学期

飯高　晶子
前場　康介

教育学 ２ １・２ 秋学期 秋山　純子
保育学 ２ １・２ 春学期 相樂真樹子

自
　
　
　
然

統計学 ２ １・２ 春学期 藤本　隆史
科学史 ２ １・２ 秋学期 小口　峰樹
情報科学 ２ １・２ 秋学期 松田　　洋
数学 ２ １・２ 春学期 松田　　洋
物理学 ２ １・２ 秋学期 三浦　和彦
地球科学 ２ １・２ 春学期 三浦　和彦
生物学 ２ １・２ 春学期 杉森　賢司
化学 ２ １・２ 秋学期 天海　　弘
自然保護論 ２ １・２ 春学期 坂本　有希
生理学 ２ １・２ 秋学期 石塚　正敏
健康科学 ２ １・２ 春学期 水谷　幸恵
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

共
通
専
門
科
目

環境心理学 ２

選択

１・２ 春学期 小林　美紀
コミュニティ心理学 ２ １・２ 春学期 山本　耕太

生涯学習概論 ２ １・２ 春学期	
秋学期 牧野　修也

教育社会学 ２ １・２ 春学期 牧野　修也
人間関係論 ２ １・２ 春学期 橋本　秀美
社会調査法 ２ １・２ 秋学期 藤本　隆史
フィールドワーク方法論 ２ １・２ 秋学期 岡野宣勝ペリー

現代ジャーナリズム論 ２ １・２ 春学期	
秋学期 室田　康子

イベント論 ２ １・２ 春学期 宮地　克昌

社
　
会
　
人
　
形
　
成
　
科
　
目

講
　
　
　
義

花蹊の教育とライフプラン・キャリアプラン ２ ２単位 １ 春学期	
秋学期

佐藤　　敦
石崎　裕子

パーソナリティを考える ２

選択

１・２ 春学期 岩熊麻由美
「自分らしさ」を探る ２ １・２ 秋学期 岩熊麻由美
対人関係のスキル ２ １・２ 秋学期 宮崎　圭子
ストレス・マネジメント ２ １・２ 春学期 鈴木　眞理
職業人のルールとモラル ２ １・２ 秋学期 佐藤　　敦
産業と職業 ２ １・２ 春学期 深町　珠由
マスコミとの付き合い方 ２ １・２ 秋学期 室田　康子

演
　
　
　
　
　
習

ソーシャルマナー １ １単位 １ 秋学期

責任者：佐藤　敦
赤鹿景子、荒井志野
伊東絹子、犬伏恵美
梅沢範子、川崎純子
神武布左子、後藤美和
篠原亜紀子、鈴木麻谷子
砂川志保子、竹井明美
土屋圭子、西牧操代
馬場みどり、原　素子
松永圭子、三浦いづみ
水野倫子、三田村恭子
宮本朋子、餅原匡子
森田素子、森山美和
師尾友紀子、山口浩美
山之内仁美、山村　薫
湯淺晶子、横田優子
横山美嘉子、吉田啓子
米田佐江子、渡瀬恵津子

ビジネス文章表現演習 １

選択

１・２ 春学期	
秋学期 飯田　勝啓

ディベート演習 １ １・２ 秋学期 加藤　　彰

自己表現演習 １ １・２ 春学期	
秋学期

責任者：坪原紳二
林　　久子

プレゼンテーション演習 １ １・２ 春学期 飯田　勝啓

キャリア基礎演習（グループワーク） １ ２ 春学期 佐藤　　敦

キャリア基礎演習（公務員・数的処理）Ⅰ １ １・２ 春学期 責任者：坪原紳二
伊藤　健生

キャリア基礎演習（公務員・数的処理）Ⅱ １ １・２ 秋学期 責任者：坪原紳二
伊藤　健生
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社
会
人
形
成
科
目

演
　
　
　
習

キャリア基礎演習（公務員・法律）Ⅰ １

選択

１・２ 春学期 責任者：坪原紳二
山本　　誠

キャリア基礎演習（公務員・法律）Ⅱ １ １・２ 秋学期 責任者：坪原紳二
山本　　誠

キャリア基礎演習（公務員・政治経済）Ⅰ １ １・２ 春学期 責任者：坪原紳二
山本　武秀

キャリア基礎演習（公務員・政治経済）Ⅱ １ １・２ 秋学期 責任者：坪原紳二
山本　武秀

秘書技能演習 １ １・２ 春学期	
秋学期

責任者：中村　仁
柏原　麻美

簿記会計基礎演習Ⅰ ２ １・２ 春学期 責任者：中村　仁
浜田　勝義 ２限連続

簿記会計基礎演習Ⅱ ２ １・２ 秋学期 責任者：中村　仁
浜田　勝義 ２限連続

TOEIC特別演習Ⅰ １ １・２ 春学期	
秋学期

瀬戸千尋、野上文子
Ｍ.	ワークマン、渡辺玲子

実習 ボランティア実践Ａ ２ １・２ 春学期	
秋学期 南里　隆宏

体
育
実
技
科
目

体育実技Ａ １ １・２ 春学期	
秋学期 水谷　幸恵

体育実技Ｂ １ １・２ 春学期	
秋学期 南　明恵美

体育実技Ｃ １ １・２ 春学期	
秋学期 水谷　幸恵

体育実技Ｄ １ １・２ 春学期	
秋学期 南　明恵美

体育実技Ｅ（水泳） １ １・２ 春学期 水谷　幸恵
体育実技Ｆ（水泳） １ １・２ 春学期 水谷　幸恵
体育実技Ｇ １ １・２ 春学期 水谷　幸恵

体育実技Ｈ １ １・２ 春学期	
秋学期 南　明恵美

※選択したコース以外の外国語を履修した場合の取り扱いについて
〈英語の履修について〉
①選択したコース以外の英語の履修は認めない。
〈フランス語、ドイツ語、中国語、朝鮮・韓国語の履修について〉
②	Cコースを選択した者は、クラス指定されているフランス語、ドイツ語、中国語、朝鮮・韓国語以外の
履修は認めない。
③	Aコース又はBコースを選択した者は、フランス語、ドイツ語、中国語、朝鮮・韓国語のうち １外国語
のみ履修することを認める。修得した単位が 8単位に満たなくても全学共通科目の「必要を超えて履修
した単位」として算入することができる。
　なお、選択したコース以外の外国語は、指定された順序で履修することを原則とする。

選択した
コース

クラス指定科目

＋

クラス指定以外の
仏語、独語、中国語、

朝鮮・韓国語
進級要件上の扱い

英語 仏語、独語、中国語、
朝鮮・韓国語

Ａ 英 語 Ａ（１６単位） 仏、 独、 中、 朝
鮮・韓国語のいず
れか １外国語のみ
（ 8単位）

8単位に満たなく
ても、全学共通科
目の「必要を超え
て修得した単位」
として算入可。

Ｂ 英 語 Ｂ（１６単位）

Ｃ 英　　語（ 8単位）
仏、独、中、朝鮮・
韓国語のいずれか
１外国語のみ（ 8単位）

履修不可 なし
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全学共通科目課程表【後期課程】
区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

外
国
語
科
目

テーマで学ぶ英語（文化）Ⅰ １

選択

３・ ４ 春学期 香山はるの
テーマで学ぶ英語（文化）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 中尾　正史
テーマで学ぶ英語（ビジネス）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 クリストファー・ブルスミス
テーマで学ぶ英語（ビジネス）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 クリストファー・ブルスミス
テーマで学ぶ英語（観光）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 西田　晴美
テーマで学ぶ英語（観光）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 西田　晴美
テーマで学ぶ英語（社会問題）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 小川　　忠
テーマで学ぶ英語（社会問題）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 峰松　和子
テーマで学ぶ英語（メディア）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 吉田　信夫
テーマで学ぶ英語（メディア）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 元町　辰雄
フランス語上級Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 伊藤　敬佑
フランス語上級Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 未定
ドイツ語上級Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 阿部　一哉
ドイツ語上級Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 阿部　一哉
中国語上級Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 安本　真弓
中国語上級Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 安本　真弓
朝鮮・韓国語上級Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 金　　順任
朝鮮・韓国語上級Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 金　　順任

情
報
処
理
科
目

コンピュータ・グラフィックス １

選択

３・ ４ 秋学期 田辺公一朗
デジタル・アニメーション １ ３・ ４ 秋学期 松田　　洋
デジタル編集 １ ３・ ４ 春学期 大久保博樹
アプリケーション・プログラミング １ ３・ ４ 秋学期 田辺公一朗

Microsoft	Office	Specialist演習 １ ３・ ４ 春学期
秋学期 倉橋　節也



─ 81 ─

３
―
教
育
課
程

平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
以
降
の
入
学
生
適
用

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

人
　
　
文

日本宗教論 ２

4
単
位
以
上

３・ ４ 秋学期 大橋　幸泰

聖書学 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 宮崎　修二

ヨーロッパ中世文学 ２ ３・ ４ 春学期 泉谷　千尋

ミステリー文学 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期

香山はるの
妹尾新太郎

児童文学 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 中川理恵子

ギリシア語とギリシア文化 ２ ３・ ４ 春学期 小島　和男
ラテン語とローマ文化 ２ ３・ ４ 秋学期 古澤　香乃
イタリア語とイタリア文化 ２ ３・ ４ 春学期 一ノ瀬俊和
スペイン語とスペイン文化 ２ ３・ ４ 春学期 武田　和久
ロシア語とロシア文化 ２ ３・ ４ 春学期 加藤　百合

社
会

ファッション論 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期

米今　由希子
横井　由利
深町　浩祥

ジェンダー論 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 喜山　朝彦

刑事法 ２ ３・ ４ 春学期 近藤佐保子
民事法 ２ ３・ ４ 春学期 山里　盛文
労働法 ２ ３・ ４ 春学期 水野　圭子
国際法 ２ ３・ ４ 秋学期 兼頭ゆみ子
国際社会論 ２ ３・ ４ 春学期 島田　　顕
国際経済 ２ ３・ ４ 春学期 伊藤由樹子

人
間

深層心理学 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 田中　　究

精神病理学 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 菅原ゆり子

自
然

天文学 ２ ３・ ４ 春学期 國司　　眞

建築環境論 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期

橋本憲一郎
村田　あが

水産学 ２ ３・ ４ 春学期 吉田　次郎
河川海洋学 ２ ３・ ４ 春学期 吉田　次郎
農林科学 ２ ３・ ４ 秋学期 高橋　克也
公衆衛生論 ２ ３・ ４ 秋学期 石塚　正敏
ネットワーク論 ２ ３・ ４ 春学期 高瀬　浩史

共
通
専
門
科
目

家族心理学 ２

選択

３・ ４ 春学期 阿部　洋子
マーケティング心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 伊東　裕貴
教育学概論 ２ ３・ ４ 春学期 秋山　純子

近代家族論 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 鈴木　明子

男性学 ２ ３・ ４ 秋学期 喜山　朝彦
マーケティングコミュニケーション ２ ３・ ４ 春学期 横井　由利
メディア環境論 ２ ３・ ４ 秋学期 副島　善道

プロダクトデザイン論 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 高木　　庸
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

社
会
人
形
成
科
目

演
　
　
　
　
　
習

日本語演習 １ １単位
以上 ３ 春学期

秋学期
加藤大鶴、小仲信孝
中島輝賢、野崎有以
三栖隆介、三村友希

日本漢字能力
検定 ２級以上
合格で「検定
資格（漢字検
定）」として
２単位を認定。	
日本語検定 ２
級以上合格で
「 検 定 資 格
（ 日 本 語 検
定）」として
２単位を認定。

キャリア演習（公務員・数的処理）Ⅰ １

選択

３・ ４ 春学期 責任者：鍵屋　一
伊藤　健生

キャリア演習（公務員・数的処理）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 責任者：鍵屋　一
伊藤　健生

キャリア演習（公務員・法律）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 責任者：鍵屋　一
吉原　　誠

キャリア演習（公務員・法律）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 責任者：鍵屋　一
吉原　　誠

キャリア演習（公務員・政治経済）Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 責任者：鍵屋　一
高橋　義憲

キャリア演習（公務員・政治経済）Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 責任者：鍵屋　一
高橋　義憲

簿記会計演習Ⅰ ２ ３・ ４ 春学期 責任者：鍵屋　一
浜田　勝義 ２限連続

簿記会計演習Ⅱ ２ ３・ ４ 秋学期 責任者：鍵屋　一
浜田　勝義 ２限連続

ＩＴパスポート演習Ⅰ １ ３・ ４ 春学期 責任者：伊藤　穣
藤崎　和子

ＩＴパスポート演習Ⅱ １ ３・ ４ 秋学期 責任者：伊藤　穣
藤崎　和子

TOEIC特別演習Ⅱ １ ３・ ４ 春学期
秋学期 峰松　和子

イベント検定演習 １ ３・ ４ 春学期
秋学期 小坂井　彰

ビジネス実務法務検定演習 １ ３・ ４ 春学期
秋学期 水野　圭子

色彩検定演習 １ ３・ ４ 春学期
秋学期

責任者：茂木一司
吉川京子、橋本実千代

実習 ボランティア実践Ｂ ２ ３・ ４ 春学期 鍵屋　　一

総
合
科
目

総合科目（地域文化） ２

選択

３・ ４ 春学期 岡野宣勝ペリー
塩月　亮子

総合科目（地域社会） ２ ３・ ４ 秋学期 石崎　裕子
篠崎　健司

総合科目（日本とアジア） ２ ３・ ４ 春学期 岡山　麻子
熊本　史雄

総合科目（国際政治） ２ ３・ ４ 春学期 神山　伸弘
森　まり子

総合科目（国際経済） ２ ３・ ４ 春学期 櫻川　幸恵
山田　秀樹

総合科目（現代社会） ２ ３・ ４ 春学期 川島　京子
渡辺明日香

総合科目（観光） ２ ３・ ４ 秋学期 小関　孝子
鶴田　雅昭

総合科目（芸術と社会） ２ ３・ ４ 春学期 田中久美子
村田　あが

総合科目（人間と自然） ２ ３・ ４ 春学期 坂本　有希
宮崎　正浩

総合科目（生活と環境） ２ ３・ ４ 秋学期 横井　由利
深町　浩祥

総合科目（キャリア） ２ ３・ ４ 春学期 崔　　勝淏
細川　　淳
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Ⅱ．文学部

 （1）文学部共通専門科目の履修
　文学部共通専門科目は、文学部の学生の卒業に必要な学部専門科目の単位として算入することができま
す。

文学部共通専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講
義

英語実用文法 ２

選
択

１・２ 秋学期 秋本　隆之

レトリック概論 ２ １・２ 春学期 中村　　聡

言語学概論 ２ １・２ 春学期 阿部　一哉

芸術論 ２ １・２ 春学期 吉良　智子

造形論 ２ １・２ 春学期 柴田　眞美

色彩論 ２ １・２ 春学期
秋学期 柴田　眞美

装いの心理学 ２ １・２ 春学期 小出治都子

化粧の心理学 ２ １・２ 秋学期 小出治都子

図書館概論 ２ １・２ 春学期
秋学期 水谷　長志

実
習

芸術芸能実習（茶道） １ １・２ 春学期
秋学期

責任者：茂木一司
田原貴美子

芸術芸能実習（華道） １ １・２ 春学期
秋学期

責任者：茂木一司
淺野恵美子

芸術芸能実習（香道） １ １・２ 春学期
秋学期 大畑　芳子

文学部共通専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講
義

演劇論 ２

選
択

３・４ 秋学期 關　　智子

言語哲学 ２ ３・４ 秋学期 高谷　遼平

朗読法 ２ ３・４ 春学期 八柄　順子

コミュニケーション心理学 ２ ３・４ 春学期 伊波　和恵

情報文化史 ２ ３・４ 春学期 本間　紀子

色彩象徴論 ２ ３・４ 秋学期 田中久美子

図書・図書館史 ２ ３・４ 秋学期 水谷　長志

演習 情報サービス演習Ａ １ ３・４ 春学期
秋学期

増田　　元
長谷川幸代
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 （2）文学部専門科目の履修

1．人文学科専門科目
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　　考

前
　
期
　
課
　
程

総 　 　 論 8単位以上

研 究 入 門 ４単位

基 礎 実 習 選　択

資 格 科 目 選　択

文学部共通専門科目 選　択

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位
の中に、他学部専門科目を ４単位まで含めることがで
きる。なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程
の学部専門科目として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

各 　 　 論 １６単位以上

特 殊 講 義

１0単位以上 特殊講義、特殊演習及び実習の授業科目から、合計１0
単位以上を修得する。特 殊 演 習

実 　 　 習

演 　 　 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

文学部共通専門科目 選択

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位
の中に、他学部専門科目を 8単位まで含めることがで
きる。なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門
科目及び他学部専門科目の単位を算入することはでき
ない。ただし、人文学科においては、後期課程生とし
て修得した前期課程科目の総論 ６単位を含めることが
できる。

合計修得単位数 ６６単位以上
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人文学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

総
　
　
　
　
論

日本文学概論 ２

8
単
位
以
上

１・２ 春学期 植田　恭代
日本文学史 ２ １・２ 秋学期 三村　友希
中国文学概論 ２ １・２ 春学期 渡邉　登紀
書道史 ２ １・２ 春学期 横田　恭三
書芸術の鑑賞 ２ １・２ 秋学期 横田　恭三
国語学概論 ２ １・２ 春学期 加藤　大鶴
創作論 ２ １・２ 秋学期 野崎　有以
物語論 ２ １・２ 春学期 稲垣　智花
シナリオ論 ２ １・２ 春学期 大木　一史
日本史概説A ２ １・２ 春学期 泉　　雅博
日本史概説B（近代） ２ １・２ 秋学期 真辺　美佐
東洋史概説 ２ １・２ 秋学期 中村　威也
西洋史概説A ２ １・２ 春学期 早川　理穂
西洋史概説B（近代） ２ １・２ 春学期 早川　理穂
日本美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２ 春学期 矢島　　新
日本美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２ 秋学期 矢島　　新
西洋美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２ 春学期 剱持あずさ
西洋美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２ 秋学期 村田　　宏

博物館概論 ２ １・２ 春学期
秋学期 村田　　宏

文化人類学 ２ １・２ 秋学期 森谷裕美子
民俗学 ２ １・２ 春学期 鈴木　明子
考古学概説 ２ １・２ 春学期 古庄　浩明
哲学概論 ２ １・２ 秋学期 神山　伸弘
美学概論 ２ １・２ 春学期 副島　善道
国際関係学 ２ １・２ 秋学期 小宮山功一朗
日本外交史 ２ １・２ 春学期 伊藤　隆太
比較文化概論 ２ １・２ 秋学期 森　まり子
英米文学概論 ２ １・２ 秋学期 香山はるの

研
究
入
門

人文学研究入門Ａ＊ ２

4
単
位

２ 春学期 植田　恭代
人文学研究入門Ｂ＊ ２ ２ 秋学期 加美　甲多
人文学研究入門Ｃ＊ ２ ２ 秋学期 小仲　信孝
人文学研究入門Ｄ＊ ２ ２ 秋学期 泉　　雅博
人文学研究入門Ｅ＊ ２ ２ 春学期 真辺　美佐
人文学研究入門Ｆ＊ ２ ２ 秋学期 石田　信一
人文学研究入門Ｇ＊ ２ ２ 春学期 矢島　　新
人文学研究入門Ｈ＊ ２ ２ 秋学期 剱持あずさ
人文学研究入門Ｉ＊ ２ ２ 春学期 森谷裕美子
人文学研究入門Ｊ＊ ２ ２ 春学期 神山　伸弘
人文学研究入門Ｋ＊ ２ ２ 春学期 小川　　忠
人文学研究入門Ｌ＊ ２ ２ 秋学期 森　まり子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

基
礎
実
習

書道基礎実習AⅠ（入門） １

選
　
択

１・２ 春学期
秋学期 横田　恭三

書道基礎実習AⅡ（応用） １ １・２ 春学期
秋学期 津田　好一

書道基礎実習B（楷書） １ １・２ 春学期 津田　好一
書道基礎実習C（行書） １ １・２ 秋学期 伊藤　亜美

絵画基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２ 春学期 柴田　眞美
茂木　一司

絵画基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２ 秋学期 茂木　一司

デザイン基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２ 春学期
秋学期

高木　　庸
茂木　一司

デザイン基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２ 秋学期 奥秋　由美

彫刻基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２ 春学期 田中　隆史
彫刻基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２ 秋学期 田中　隆史
工芸基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２ 春学期 岩崎　裕純
工芸基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２ 秋学期 柴田　眞美

資格科目
教育原理 ２ １・２ 春学期

秋学期 鈴木　芳明

教育心理学 ２ １・２ 春学期
秋学期 本田　　真

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。

人文学科専門科目課程表【後期課程】
区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
論

古代日本文学 ２

１６
単
位
以
上

３・ ４ 秋学期 植田　恭代
中世日本文学 ２ ３・ ４ 春学期 加美　甲多
近世日本文学 ２ ３・ ４ 春学期 石井　正己
近代日本文学 ２ ３・ ４ 春学期 小仲　信孝
漢文学 ２ ３・ ４ 秋学期 加藤　大鶴
書論 ２ ３・ ４ 春学期 横田　恭三
比較文学 ２ ３・ ４ 春学期 濱田　　寛
国語史 ２ ３・ ４ 春学期 加藤　大鶴
国語音声学 ２ ３・ ４ 秋学期 加藤　大鶴
日本語文章表現 ２ ３・ ４ 秋学期 三栖　隆介
テキスト分析論 ２ ３・ ４ 春学期 林　　浩平
作家と表現 ２ ３・ ４ 春学期 井上　　優
日本の歴史と社会 ２ ３・ ４ 秋学期 泉　　雅博
日本文化史 ２ ３・ ４ 春学期 泉　　雅博
風俗史 ２ ３・ ４ 秋学期 加美　甲多
中国文化史 ２ ３・ ４ 春学期 中村　威也
現代日本社会 ２ ３・ ４ 秋学期 真辺　美佐
現代アジア社会 ２ ３・ ４ 春学期 小川　　忠
ヨーロッパの歴史と社会 ２ ３・ ４ 春学期 早川　理穂
西洋文化史 ２ ３・ ４ 秋学期 高津　美和
アメリカ史 ２ ３・ ４ 春学期 柴田　史子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
論

イスラム史 ２

１６
単
位
以
上

３・ ４ 春学期 森　まり子
現代ヨーロッパ社会 ２ ３・ ４ 春学期 香坂　直樹

現代アメリカ社会 ２ ３・ ４ 秋学期 責任者：小川　忠
梶原みずほ

東洋美術史（鑑賞を含む） ２ ３・ ４ 秋学期 陸　　偉栄
近代美術史（鑑賞を含む） ２ ３・ ４ 春学期 北澤　憲昭
文化財学 ２ ３・ ４ 秋学期 古庄　浩明
東西美術交流 ２ ３・ ４ 春学期 剱持あずさ
西洋図像学 ２ ３・ ４ 秋学期 剱持あずさ
女性と文化 ２ ３・ ４ 秋学期 森谷裕美子
文化と心理 ２ ３・ ４ 春学期 森谷裕美子
文化と身体 ２ ３・ ４ 秋学期 櫻木　晃彦
伝承文化論 ２ ３・ ４ 春学期 森谷裕美子
文化の翻訳 ２ ３・ ４ 春学期 香山はるの
現代思想 ２ ３・ ４ 秋学期 三笠　俊哉
日本思想史 ２ ３・ ４ 春学期 真辺　美佐
中国哲学史 ２ ３・ ４ 秋学期 井ノ口哲也
西洋哲学史 ２ ３・ ４ 春学期 三笠　俊哉
比較神話論 ２ ３・ ４ 秋学期 于　　暁飛
世界の宗教 ２ ３・ ４ 春学期 宮崎　修二
国際文化交流 ２ ３・ ４ 秋学期 小川　　忠
多文化社会と民族問題 ２ ３・ ４ 春学期 門間　卓也

地政学 ２ ３・ ４ 春学期 責任者：小川　忠
梶原みずほ

国際連合 ２ ３・ ４ 秋学期 小川　　忠
国際協力論 ２ ３・ ４ 春学期 小川　　忠
現代中東アフリカ論 ２ ３・ ４ 秋学期 森　まり子

特
殊
講
義

人文学特殊講義（日本文学）Ａ ２

１0
単
位
以
上

３・ ４ 春学期 植田　恭代
人文学特殊講義（日本文学）Ｂ ２ ３・ ４ 春学期 加美　甲多
人文学特殊講義（日本文学）Ｃ ２ ３・ ４ 春学期 石井　正己
人文学特殊講義（日本文学）Ｄ ２ ３・ ４ 秋学期 小仲　信孝
人文学特殊講義（日本文学）Ｅ ２ ３・ ４ 秋学期 奴田原　諭
人文学特殊講義（日本史）Ａ ２ ３・ ４ 秋学期 清水　光明
人文学特殊講義（日本史）Ｂ ２ ３・ ４ 春学期 岡山　麻子
人文学特殊講義（日本史）Ｃ ２ ３・ ４ 春学期 小泉優莉菜
人文学特殊講義（西洋史）Ａ ２ ３・ ４ 秋学期 高津　美和
人文学特殊講義（西洋史）Ｂ ２ ３・ ４ 秋学期 香坂　直樹
人文学特殊講義（西洋史）Ｃ ２ ３・ ４ 秋学期 柴田　史子
人文学特殊講義（美術史）Ａ ２ ３・ ４ 春学期 マック，カレン
人文学特殊講義（美術史）Ｂ ２ ３・ ４ 春学期 剱持あずさ
人文学特殊講義（美術史）Ｃ ２ ３・ ４ 秋学期 北澤　憲昭
人文学特殊講義（総合文化）Ａ ２ ３・ ４ 春学期 鈴木　明子
人文学特殊講義（総合文化）Ｂ ２ ３・ ４ 秋学期 櫻木　晃彦
人文学特殊講義（総合文化）Ｃ ２ ３・ ４ 春学期 喜山　朝彦
人文学特殊講義（総合文化）Ｄ ２ ３・ ４ 秋学期 相澤　秀生
人文学特殊講義（総合文化）Ｅ ２ ３・ ４ 春学期 岡野宣勝ペリー
人文学特殊講義（現代思想・社会）Ａ ２ ３・ ４ 秋学期 神山　伸弘
人文学特殊講義（現代思想・社会）Ｂ ２ ３・ ４ 秋学期 三笠　俊哉
人文学特殊講義（現代思想・社会）Ｃ ２ ３・ ４ 秋学期 三崎　和志
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

特
殊
講
義

人文学特殊講義（国際教養）Ａ ２

１0
単
位
以
上

３・ ４ 春学期 小宮山功一朗
人文学特殊講義（国際教養）Ｂ ２ ３・ ４ 春学期 加藤　百合
人文学特殊講義（国際教養）Ｃ ２ ３・ ４ 春学期 森　まり子
人文学特殊講義（国際教養）Ｄ ２ ３・ ４ 春学期 小宮山功一朗

特
殊
演
習

創作ライティング演習Ａ（物語） １ ３・ ４ 秋学期 大木　一史
創作ライティング演習Ｂ（シナリオ） １ ３・ ４ 秋学期 大木　一史
創作ライティング演習Ｃ（短歌） １ ３・ ４ 春学期 寺尾登志子
創作ライティング演習Ｄ（俳句） １ ３・ ４ 秋学期 三栖　隆介
創作ライティング演習Ｅ（評論・随筆） １ ３・ ４ 春学期 北澤　憲昭

実
　
習

書道実習Ａ（草書） １ ３・ ４ 春学期 森岡　　隆
書道実習Ｂ（隷書） １ ３・ ４ 秋学期 横田　恭三
書道実習Ｃ（篆書・篆刻） １ ３・ ４ 春学期 横田　恭三
書道実習Ｄ（仮名） １ ３・ ４ 春学期 森岡　　隆
書道実習Ｅ（漢字仮名交じり） １ ３・ ４ 秋学期 森岡　　隆
書道実習Ｆ（実用書法） １ ３・ ４ 春学期 伊藤　亜美
絵画実習Ａ（洋画） １ ３・ ４ 春学期 柴田　眞美
絵画実習Ｂ（洋画） １ ３・ ４ 春学期 柴田　眞美
絵画実習Ｃ（日本画） １ ３・ ４ 秋学期 柴田　眞美
絵画実習Ｄ（特殊表現） １ ３・ ４ 秋学期 柴田　眞美
デザイン実習Ａ（色彩構成） １ ３・ ４ 春学期 奥秋　由美
デザイン実習Ｂ（平面構成） １ ３・ ４ 秋学期 奥秋　由美
デザイン実習Ｃ（空間構成） １ ３・ ４ 春学期 高木　　庸
デザイン実習Ｄ（視覚伝達デザイン） １ ３・ ４ 秋学期 高木　大地
彫刻実習Ａ（塑像） １ ３・ ４ 春学期 田中　隆史
彫刻実習Ｂ（石膏） １ ３・ ４ 秋学期 田中　隆史
彫刻実習Ｃ（テラコッタ） １ ３・ ４ 春学期 田中　隆史
彫刻実習Ｄ（金属造形） １ ３・ ４ 秋学期 岩崎　裕純
工芸実習Ａ（紙） １ ３・ ４ 春学期 岩崎　裕純
工芸実習Ｂ（木） １ ３・ ４ 秋学期 岩崎　裕純
工芸実習Ｃ（空間演出） １ ３・ ４ 春学期 柴田　眞美
工芸実習Ｄ（土） １ ３・ ４ 秋学期 田中　隆史

演
　
習

人文学演習ⅠＡ＊ １ １単位 ３ 春学期
石田信一、泉　雅博
植田恭代、小川　忠
加藤大鶴、加美甲多
神山伸弘、香山はるの
小仲信孝、林　浩平
剱持あずさ、村田　宏
森まり子、森谷裕美子
真辺美佐、矢島　新

人文学演習ⅠＢ＊ １ １単位 ３ 秋学期

人文学演習ⅡＡ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。人文学演習ⅡＢ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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2．現代文化表現学科専門科目
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　　考

前
　
期
　
課
　
程

総 論 8単位以上 必修 ４単位を含む。

研 究 入 門 ４単位

基 礎 実 習 選　択

文学部共通専門科目 選　択

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位
の中に、他学部専門科目を ４単位まで含めることがで
きる。なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程
の学部専門科目として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

各 論 １６単位以上

特 殊 講 義 ６単位以上

特 殊 演 習
４単位以上

実 習

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

文学部共通専門科目 選　択

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位
の中に、他学部専門科目を 8単位まで含めることがで
きる。なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門
科目及び他学部専門科目の単位を算入することはでき
ない。

合計修得単位数 ６６単位以上
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現代文化表現学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

総
論

文化表現基礎論 ２
2
単
位

１ 春学期 副島　善道

現代文化概論 ２
2
単
位

１ 秋学期 三輪健太朗

ヴィジュアル・カルチャー概論 ２

4
単
位
以
上

１・２ 春学期 渡邉　大輔

現代社会と文化表現 ２ １・２ 春学期 佐藤　富雄

舞台芸術と身体表現 ２ １・２ 秋学期 川島　京子

ポピュラーカルチャー概論 ２ １・２ 春学期 吉田　信夫

現代メディア表現論 ２ １・２ 春学期 伊藤　　穣

デザイン文化論 ２ １・２ 秋学期 高木　　庸

ファッション文化論 ２ １・２ 秋学期 富川　淳子

現代アート論 ２ １・２ 秋学期 要　真理子

研
究
入
門

現代文化表現学研究入門Ａ＊ ２

4
単
位

２ 春学期 富川　淳子

現代文化表現学研究入門Ｂ＊ ２ ２ 春学期 川島　京子

現代文化表現学研究入門Ｃ＊ ２ ２ 春学期 吉田　信夫

現代文化表現学研究入門Ｄ＊ ２ ２ 春学期 要　真理子

現代文化表現学研究入門Ｅ＊ ２ ２ 秋学期 三輪健太朗

現代文化表現学研究入門Ｆ＊ ２ ２ 秋学期 副島　善道

現代文化表現学研究入門Ｇ＊ ２ ２ 秋学期 渡邉　大輔

現代文化表現学研究入門Ｈ＊ ２ ２ 秋学期 佐藤　富雄

基
礎
実
習

映像表現基礎実習 １

選
択

１・２ 春学期 森田　浩彰

デジタル表現基礎実習 １ １・２ 春学期	
秋学期 伊藤　　穣

マンガ・イラスト制作基礎実習 １ １・２ 秋学期 須田　浩介

ブック・デザイン基礎実習 １ １・２ 春学期 高木　大地

アート＆デザイン基礎実習 １ １・２ 春学期 高木　大地

パフォーマンス基礎実習 １ １・２ 春学期 杉原　邦生

写真表現基礎実習 １ １・２ 春学期	
秋学期 奥村　暢欣

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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現代文化表現学科専門科目課程表【後期課程】
区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
論

文化表現とテクノロジー ２

１６
単
位
以
上

３・４ 秋学期 打林　　俊

文化表現の倫理 ２ ３・４ 秋学期 齋藤　山人

文化創造における伝統と現代 ２ ３・４ 春学期 青木　涼子

女性と文化表現 ２ ３・４ 秋学期 鈴木　桜子

文化社会学 ２ ３・４ 春学期 佐藤　富雄

アート・プロデュース論 ２ ３・４ 春学期 關　　智子

写真論 ２ ３・４ 秋学期 武内　厚子

現代言語表現論 ２ ３・４ 秋学期 林　　浩平

ポピュラー音楽論 ２ ３・４ 秋学期 吉田　信夫

映画論 ２ ３・４ 秋学期 副島　善道

マンガ論 ２ ３・４ 春学期 三輪健太朗

アニメーション論 ２ ３・４ 春学期 渡邉　大輔

現代建築文化論 ２ ３・４ 春学期 村田　あが

スポーツ文化論 ２ ３・４ 秋学期 渡　　　正

コマーシャル表現論 ２ ３・４ 春学期 金子　英之

デジタル表現論 ２ ３・４ 秋学期 伊藤　　穣

現代日本のダンスと演劇 ２ ３・４ 秋学期 川島　京子

現代日本のアートと批評 ２ ３・４ 春学期 要　真理子

現代日本のファッション ２ ３・４ 春学期 鈴木　桜子

現代日本のデザイン ２ ３・４ 秋学期 高木　　庸

特
殊
講
義

現代文化表現学特殊講義（イメージ）Ａ ２

６
単
位
以
上

３・４ 秋学期 渡邉　大輔

現代文化表現学特殊講義（イメージ）Ｂ ２ ３・４ 秋学期 溝尻　真也

現代文化表現学特殊講義（イメージ）Ｃ ２ ３・４ 秋学期 要　真理子

現代文化表現学特殊講義（身体）Ａ ２ ３・４ 秋学期 木村　理子

現代文化表現学特殊講義（身体）Ｂ ２ ３・４ 春学期 富川　淳子

現代文化表現学特殊講義（身体）Ｃ ２ ３・４ 春学期 川島　京子

現代文化表現学特殊講義（ポピュラーカルチャー）Ａ ２ ３・４ 秋学期 三輪健太朗

現代文化表現学特殊講義（ポピュラーカルチャー）Ｂ ２ ３・４ 春学期 東谷　　護

現代文化表現学特殊講義（ポピュラーカルチャー）Ｃ ２ ３・４ 春学期 吉田　　寛

現代文化表現学特殊講義（社会）Ａ ２ ３・４ 秋学期 佐藤　富雄

現代文化表現学特殊講義（社会）Ｂ ２ ３・４ 秋学期 要　真理子

現代文化表現学特殊講義（社会）Ｃ ２ ３・４ 秋学期 木村　理子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

特
殊
演
習

ライティング特殊演習（メディア）Ａ １

4
単
位
以
上

３・４ 春学期 山上　晴美

ライティング特殊演習（メディア）Ｂ １ ３・４ 秋学期 山上　晴美

ライティング特殊演習（編集）Ａ １ ３・４ 春学期 富川　淳子

ライティング特殊演習（編集）Ｂ １ ３・４ 秋学期 富川　淳子

ライティング特殊演習（情報発信）Ａ １ ３・４ 秋学期 大久保博樹

ライティング特殊演習（情報発信）Ｂ １ ３・４ 秋学期 元永　純代

ライティング特殊演習（批評）Ａ １ ３・４ 春学期 元永　純代

ライティング特殊演習（批評）Ｂ １ ３・４ 秋学期 北澤　憲昭

実
習

映像表現実習 １ ３・４ 春学期
秋学期 森田　浩彰

デジタル表現実習 １ ３・４ 春学期
秋学期

伊藤　　穣
大久保博樹

マンガ・イラスト制作実習 １ ３・４ 春学期 須田　浩介

ブック・デザイン実習 １ ３・４ 秋学期 高木　大地

アート＆デザイン実習 １ ３・４ 春学期
秋学期

高木　大地
高木　　庸

パフォーマンス実習 １ ３・４ 春学期 杉原　邦生

写真表現実習 １ ３・４ 春学期
秋学期 奥村　暢欣

演
　
習

現代文化表現学演習ⅠＡ＊ １ １単位 ３ 春学期 伊藤　穣、要真理子
川島京子、佐藤富雄
副島善道、高木　庸
富川淳子、三輪健太朗
吉田信夫、渡邉大輔現代文化表現学演習ⅠＢ＊ １ １単位 ３ 秋学期

現代文化表現学演習ⅡＡ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。現代文化表現学演習ⅡＢ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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3．コミュニケーション文化学科専門科目
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　　考

前
期
課
程

総　　 論 ６単位以上

研 究 入 門 ４単位

基 礎 演 習 ２単位

文学部共通
専 門 科 目 選　択

前期課程合計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部専門
科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学科専
門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位の中に、他学部
専門科目を ４単位まで含めることができる。なお２0単位を
超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目として算入
することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

各 論 １8単位以上 各論および文学部共通専門科目と合わせて、合計１8単位以
上修得する。

特 殊 講 義 ２単位以上

特 殊 演 習 ４単位以上

実　　 習 ２単位以上

演　　 習 ４単位

卒業論文・
卒業研究 ２単位

文学部共通
専 門 科 目 選　択

後期課程合計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部専門
科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学科専
門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位の中に、他学
部専門科目を 8単位まで含めることができる。なお、後期
課程で修得した前期課程の学部専門科目及び他学部専門科
目の単位を算入することはできない。

合計修得単位数 ６６単位以上
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コミュニケーション文化学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

総
　
　
　
　
　
論

コミュニケーション文化概論 ２

６
単
位
以
上

１・２ 秋学期 未定
コミュニケーションの倫理 ２ １・２ 秋学期 小板橋靖夫
言語コミュニケーション論 ２ １・２ 春学期 穂苅　友洋
非言語コミュニケーション論 ２ １・２ 秋学期 穂苅　友洋
日本語コミュニケーション論 ２ １・２ 春学期 中西　太郎
英語コミュニケーション論 ２ １・２ 春学期 穂苅　友洋
異文化コミュニケーション論 ２ １・２ 秋学期 宮津多美子
多文化社会論 ２ １・２ 春学期 吉田　さち
マスコミ論 ２ １・２ 春学期 室田　康子
放送文化史 ２ １・２ 春学期 小板橋靖夫

研
究
入
門

コミュニケーション文化学研究入門Ａ＊ ２

4
単
位

２ 春学期 マック，カレン
コミュニケーション文化学研究入門Ｂ＊ ２ ２ 春学期 中西　太郎
コミュニケーション文化学研究入門Ｃ＊ ２ ２ 春学期 中村　　聡
コミュニケーション文化学研究入門Ｄ＊ ２ ２ 秋学期 吉澤　京子
コミュニケーション文化学研究入門Ｅ＊ ２ ２ 秋学期 小板橋靖夫
コミュニケーション文化学研究入門Ｆ＊ ２ ２ 秋学期 宮津多美子

基
礎
演
習

日本語コミュニケーションスキル（会話） １ １単位 １ 春学期
秋学期

金井　直己
未定

英語コミュニケーションスキル（会話） １ １単位 １ 春学期
秋学期

Ｍ．ワークマン
マクラウド，コリン
宮津多美子

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。

コミュニケーション文化学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
論

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
関
係
群

語用論 ２

１8
単
位
以
上

３・４ 秋学期 中村　　聡 各論と文学部
共通専門科目
と合わせて合
計１8単位以上

社会言語学 ２ ３・４ 春学期 鑓水　兼貴
メディア言語論 ２ ３・４ 秋学期 依田　真門
言語理解論 ２ ３・４ 春学期 鑓水　兼貴
聴覚コミュニケーション論 ２ ３・４ 春学期 小板橋靖夫
視覚コミュニケーション論 ２ ３・４ 秋学期 吉良　智子

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
群

対人コミュニケーション論 ２ ３・４ 春学期 鑓水　兼貴
現代コミュニケーション論 ２ ３・４ 秋学期 吉田　さち
コミュニケーション障害論 ２ ３・４ 春学期 永田　里美
シンボル表現論 ２ ３・４ 秋学期 本間　紀子
世代別コミュニケーション論 ２ ３・４ 春学期 依田　真門
ジェンダー・コミュニケーション論 ２ ３・４ 春学期 成原　有貴
丁寧語・敬語研究 ２ ３・４ 秋学期 中西　太郎
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
論

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
群

国際コミュニケーション論 ２

１8
単
位
以
上

３・４ 春学期 中尾　正史

国際メディア論 ２ ３・４ 秋学期 鈴木　武生

異文化研究 ２ ３・４ 春学期 鈴木　武生

言語社会研究（欧米） ２ ３・４ 秋学期 中尾　正史

言語社会研究（アジア） ２ ３・４ 秋学期 荻野　千尋

世界若者事情 ２ ３・４ 春学期 クリストファー・ブルスミス 授業使用言語
は英語

世界英語事情 ２ ３・４ 秋学期 中村　　聡 授業使用言語
は英語

世界教育事情 ２ ３・４ 春学期 宮津多美子 授業使用言語
は英語

世界マスコミ事情 ２ ３・４ 秋学期 穂苅　友洋 授業使用言語
は英語

特
殊
講
義

コミュニケーション文化学特殊講義
（コミュニケーション論） ２

2
単
位
以
上

３・４ 秋学期 マック，カレン

コミュニケーション文化学特殊講義
（日本語コミュニケーション） ２ ３・４ 秋学期 鑓水　兼貴

コミュニケーション文化学特殊講義
（英語コミュニケーション） ２ ３・４ 春学期 鈴木　武生

特
　
　
殊
　
　
演
　
　
習

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
群

実践日本語（文章表現） １

4
単
位
以
上

３・４ 春学期 吉田　さち

実践日本語（音声表現） １ ３・４ 秋学期 金井　直己

実践日本語（発声法） １ ３・４ 秋学期 八柄　順子

実践日本語（敬語） １ ３・４ 春学期
秋学期 高橋　圭子

実践日本語（多読） １ ３・４ 春学期 中西　太郎

実践日本語（場面別運用） １ ３・４ 秋学期 永田　里美

実践日本語（グループディスカッション） １ ３・４ 春学期 中西　太郎

実践日本語（コミュニケーション調査法） １ ３・４ 秋学期 鑓水　兼貴

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
群

実践英語（インターネット英語） １ ３・４ 秋学期 マクラウド，コリン

実践英語（アニメ・マンガ英語） １ ３・４ 秋学期 クリストファー・ブルスミス

実践英語（コマーシャル英語） １ ３・４ 春学期 榊原かをり

実践英語（映画英語） １ ３・４ 秋学期 榊原かをり

実践英語（歌詞英語） １ ３・４ 春学期 宮津多美子

実践英語（料理・ファッション英語） １ ３・４ 秋学期 クリストファー・ブルスミス

実践英語（スポーツ英語） １ ３・４ 春学期 マクラウド，コリン

実践英語（多読） １ ３・４ 春学期 宮津多美子

実
　
習

手話 １
2
単
位
以
上

３・４ 春学期
秋学期 高須　一美

点字 １ ３・４ 春学期 原田　早苗

アナウンス １ ３・４ 秋学期 未定

インタビュー １ ３・４ 秋学期 小板橋靖夫
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

実
　
習

ナレーション １
2
単
位
以
上

３・４ 春学期 八柄　順子

プレゼンテーション １ ３・４ 秋学期 永田　里美

朗読 １ ３・４ 秋学期 堀井　真吾

声優 １ ３・４ 春学期 堀井　真吾

演
　
習

コミュニケーション文化学演習ⅠＡ＊ １ １単位 ３ 春学期
中西太郎、中村　聡

穂苅友洋
マクラウド，コリン
マック，カレン
宮津多美子

吉澤京子、吉田さち
コミュニケーション文化学演習ⅠＢ＊ １ １単位 ３ 秋学期

コミュニケーション文化学演習ⅡＡ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。コミュニケーション文化学演習ⅡＢ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、
Web履修登録申請時は予め登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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Ⅲ．マネジメント学部

 （1）マネジメント学部共通専門科目の履修
　マネジメント学部共通専門科目は、マネジメント学部の学生の卒業に必要な学部専門科目の単位として
算入することができます。

マネジメント学部共通専門科目【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講
　
義

マネジメント学入門 ２ ２単位 １ 春学期 中西　　哲
社会科学入門 ２

選
択

１・２ 春学期 崔　　汀我
環境経営学入門 ２ １・２ 秋学期 伊藤　由宣
女性の生活マネジメント ２ １・２ 秋学期 林　　葉子
ニュースで学ぶ現代社会 ２ １・２ 秋学期 澤野　次郎

演
　
習

実践ゼミナールＡ＊ １

２単位 ２ 春学期
秋学期

赤松瑞枝、天海　弘
石渡尚子、禿あや美
許　伸江、郷香野子
齋田　統、櫻川幸恵
曽田修司、高橋聖子
崔　勝淏、中西　哲
林　亜美、深町浩祥
細川　淳、丸岡吉人
宮崎正浩、村上　理
山澤成康、山田秀樹
横井由利、横堀応彦

実践ゼミナールＢ＊ １

インターンシップ＊ ２ ２単位 ２ 春学期
秋学期

赤松瑞枝、天海　弘
石渡尚子、禿あや美
許　伸江、郷香野子
齋田　統、櫻川幸恵
曽田修司、高橋聖子
崔　勝淏、中西　哲
林　亜美、深町浩祥
細川　淳、丸岡吉人
宮崎正浩、村上　理
山澤成康、山田秀樹
横井由利、横堀応彦

＊印の科目は、前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。

マネジメント学部共通専門科目【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講
　
　
　
義

マネジメント学 ２

各
学
科
の
展
開
科
目
と

合
わ
せ
て
２６
単
位
以
上

３・４ 春学期 中西　　哲
マネジメントと女性リーダー ２ ３・４ 秋学期 佐藤　　敦
エコビジネス論 ２ ３・４ 秋学期 相楽　美穂
女性のキャリアデザイン ２ ３・４ 春学期 板越　正彦
リスクマネジメント論 ２ ３・４ 秋学期 佐々木康浩
日本の財政 ２ ３・４ 秋学期 木内　　卓

ビジネス統計 ２ ３・４ 春学期 責任者：郷香野子
永濱　利廣
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 （2）マネジメント学部専門科目の履修

1．マネジメント学科
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　考

前	

期	

課	

程

基 幹 科 目 ６単位以上 選択必修 ４単位以上を含むマネジメント学科の基幹科目

マネジメント学部
共 通 専 門 科 目 ６単位以上

「マネジメント学入門」 ２単位、「実践ゼミナールA」 １
単位、「実践ゼミナールB」 １単位、「インターンシップ」
２単位は必修

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部専
門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学
科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位の中に、
他学部専門科目を ４単位まで含めることができる。なお、
２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目
として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

展 開 科 目
２６単位以上マネジメント学部

共 通 専 門 科 目

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位 「卒業論文・卒業研究」 ２単位は必修

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部専門
科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学科専
門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位の中に、他学
部専門科目を8単位まで含めることができる。なお、後期
課程で修得した前期課程の学部専門科目の単位を算入する
ことはできない。ただし、後期課程生として修得した前期
課程の自学科の基幹科目６単位を含めることができる。

合計修得単位数 ６６単位以上



─ 99 ─

３
―
教
育
課
程

平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
以
降
の
入
学
生
適
用

マネジメント学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

基
　
幹
　
科
　
目

企
　
　
業
　
・
　
公
　
　
共
　
・
　
文
　
　
化

企業マネジメント入門 ２

６
単
位
以
上

4
単
位
以
上

１・２ 春学期 杉本ゆかり

公共マネジメント入門 ２ １・２ 春学期 山田　秀樹

文化マネジメント入門 ２ １・２ 秋学期 責任者：郷香野子
山口　宏子

企業会計入門 ２

選
　
択

１・２ 秋学期 村上　　理

マーケティング入門 ２ １・２ 春学期 郷　香野子

人的資源管理入門 ２ １・２ 秋学期 崔　　勝淏

中小企業論入門 ２ １・２ 秋学期 許　　伸江

コーポレートガバナンス入門 ２ １・２ 春学期 細川　　淳

金融入門 ２ １・２ 春学期 櫻川　幸恵

経済学入門 ２ １・２ 春学期 山澤　成康

日本経済入門 ２ １・２ 秋学期 橋本　武敏

情報処理システム入門 ２ １・２ 秋学期 郷　香野子

私法入門 ２ １・２ 春学期 山里　盛文

民法入門 ２ １・２ 春学期 山里　盛文

憲法入門 ２ １・２ 秋学期 兼頭ゆみ子

行政学入門 ２ １・２ 春学期 堀内　　匠

地方自治論入門 ２ １・２ 春学期 堀内　　匠

文化とまちづくり入門 ２ １・２ 春学期 禿　あや美

ＮＰＯ入門 ２ １・２ 秋学期 笠原　清志

アートビジネス入門 ２ １・２ 春学期 横堀　応彦

マネジメント学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
開
　
科
　
目

企
業
・
公
共
・
文
化

経営史 ２
学
部
共
通
専
門
科
目
（
後
期
課
程
）
と

合
わ
せ
て
２６
単
位
以
上

３・４ 秋学期 崔　　汀我

経営戦略論 ２ ３・４ 秋学期 中西　　哲

経営組織論 ２ ３・４ 春学期 笠原　清志

グローバル経営論 ２ ３・４ 秋学期 板越　正彦

マーケティング論 ２ ３・４ 春学期 杉本ゆかり

人的資源管理論 ２ ３・４ 秋学期 澤木　朋子

経営分析論 ２ ３・４ 春学期 村上　　理

国際会計論 ２ ３・４ 秋学期 中村　亮介

起業論 ２ ３・４ 秋学期 崔　　汀我
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
　
開
　
　
科
　
　
目

企
　
　
業
　
・
　
公
　
　
共
　
・
　
文
　
　
化

ベンチャー経営論 ２

学
部
共
通
専
門
科
目
（
後
期
課
程
）
と
合
わ
せ
て
２６
単
位
以
上

３・４ 春学期 許　　伸江

オペレーションズ・リサーチ ２ ３・４ 秋学期 宮本　弘之

社会科学と最適化 ２ ３・４ 秋学期 責任者：郷香野子
星野　卓也

グローバル化と金融 ２ ３・４ 秋学期 櫻川　幸恵

証券論 ２ ３・４ 秋学期 松澤　孝紀

ファイナンシャルプランニング ２ ３・４ 秋学期 松澤　孝紀

ビジネス倫理 ２ ３・４ 春学期 佐々木康浩

マクロ経済学 ２ ３・４ 秋学期 山澤　成康

ミクロ経済学 ２ ３・４ 春学期 宮本　弘之

経済政策 ２ ３・４ 春学期 米田　泰隆

企業経済学 ２ ３・４ 秋学期 米田　泰隆

国際経済学 ２ ３・４ 秋学期 中平　千彦

アジアの経済 ２ ３・４ 春学期 米田　泰隆

労働経済学 ２ ３・４ 秋学期 澤木　朋子

公共経済学 ２ ３・４ 春学期 中平　千彦

情報処理システム ２ ３・４ 秋学期 高瀬　浩史

契約法制総論 ２ ３・４ 秋学期 山里　盛文

契約法制各論 ２ ３・４ 秋学期 山里　盛文

不動産法 ２ ３・４ 春学期 山里　盛文

株式と法 ２ ３・４ 春学期 高橋　聖子

コーポレートガバナンスと法 ２ ３・４ 秋学期 高橋　聖子

事例で学ぶ憲法 ２ ３・４ 春学期 兼頭ゆみ子

行政法 ２ ３・４ 秋学期 青山　　豊

女性と公共マネジメント ２ ３・４ 春学期 林　　亜美

政策形成と政策評価 ２ ３・４ 秋学期 鄭　　智允

地方自治論 ２ ３・４ 春学期 鄭　　智允

社会政策 ２ ３・４ 秋学期 禿　あや美

アーツマネジメント ２ ３・４ 秋学期 横堀　応彦

文化の法制度 ２ ３・４ 春学期 川瀬　　真

文化経済学 ２ ３・４ 春学期 李　　知映

文化政策 ２ ３・４ 春学期 禿　あや美

文化政策の国際比較 ２ ３・４ 春学期 嘉藤　笑子

パフォーミングアーツと国際コミュニケーション ２ ３・４ 秋学期 林　　英樹

芸術文化とＮＰＯ ２ ３・４ 春学期 嘉藤　笑子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
開
科
目

企
業
・
公
共
・
文
化

企業メセナとフィランソロピー ２
学
部
共
通
専
門
科
目

（
後
期
課
程
）
と
合
わ

せ
て
２６
単
位
以
上

３・４ 春学期 荻原　康子

広報マネジメント ２ ３・４ 春学期 佐々木康浩

メディア芸術産業論 ２ ３・４ 秋学期 大野はな恵

舞台芸術産業論 ２ ３・４ 春学期 横堀　応彦

音楽芸術産業論 ２ ３・４ 春学期 大野はな恵

演
　
　
　
習

展開ゼミナールⅠA＊ １ １単位 ３ 春学期

大野聖良、嘉藤笑子
禿あや美、許　伸江
郷香野子、齋田　統
櫻川幸恵、佐藤　敦
高橋聖子、崔　勝淏
中西　哲、細川　淳
村上　理、元永純代
山澤成康、山田秀樹

横堀応彦

展開ゼミナールⅠB＊ １ １単位 ３ 秋学期

展開ゼミナールⅡA＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講
展開ゼミナー
ルⅡBは、展
開ゼミナール
ⅡAの修得を
履修の要件と
する。

展開ゼミナールⅡB＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文・

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊の科目は前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、Web
履修登録申請時はあらかじめ登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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2．生活環境マネジメント学科専門科目
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　考

前	

期	

課	

程

基 幹 科 目 ６単位以上 必修 ２単位を含む生活環境マネジメント学科の基幹科目

マネジメント学部
共 通 専 門 科 目 ６単位以上

「マネジメント学入門」 ２単位、「実践ゼミナールA」
１単位、「実践ゼミナールB」 １単位、「インターンシッ
プ」 ２単位は必修

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位
の中に、他学部専門科目を ４単位まで含めることがで
きる。なお、２0単位を超えて修得した単位を後期課程
の学部専門科目として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

展 開 科 目
２６単位以上マネジメント学部

共 通 専 門 科 目

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部
専門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または
他学科専門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位
の中に、他学部専門科目を 8単位まで含めることがで
きる。なお、後期課程で修得した前期課程の学部専門
科目の単位を算入することはできない。ただし、後期
課程生として修得した前期課程の自学科の基幹科目 ６
単位を含めることができる。

合計修得単位数 ６６単位以上

生活環境マネジメント学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

基
　
幹
　
科
　
目

生活環境入門 ２
2
単
位

１ 春学期 石塚　正敏

衣生活と環境 ２

4
単
位
以
上

１・２ 春学期 横井　由利

食生活と環境 ２ １・２ 春学期 石渡　尚子

住生活と環境 ２ １・２ 秋学期 赤松　瑞枝

環境倫理学 ２ １・２ 春学期 籾井　まり

環境政策 ２ １・２ 秋学期 宮崎　正浩

地域経営 ２ １・２ 春学期 橋本憲一郎
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生活環境マネジメント学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
　
開
　
　
科
　
　
目

衣
　
　
食
　
　
住

衣服文化論 ２

学
部
共
通
専
門
科
目
（
後
期
課
程
）
と
合
わ
せ
て
２６
単
位
以
上

３・４ 春学期 関谷　麻美
食文化論 ２ ３・４ 秋学期 大坂佳保里
居住文化論 ２ ３・４ 春学期 村田　あが
ファッションデザイン ２ ３・４ 秋学期 関谷　麻美
フードデザイン ２ ３・４ 秋学期 大坂佳保里
インテリアデザイン ２ ３・４ 春学期 村田　あが
ファッションビジネス ２ ３・４ 春学期 深町　浩祥
フードビジネス ２ ３・４ 春学期 天海　　弘
ファッション商品企画 ２ ３・４ 秋学期 深町　浩祥
テキスタイル論 ２ ３・４ 秋学期 深町　浩祥
食と健康 ２ ３・４ 春学期 石渡　尚子
食の安全 ２ ３・４ 秋学期 石渡　尚子
都市計画論 ２ ３・４ 秋学期 橋本憲一郎
庭園と都市環境 ２ ３・４ 秋学期 村田　あが

社
　
会
　
生
　
活

消費者問題 ２ ３・４ 秋学期 天海　　弘
消費者のための法律 ２ ３・４ 春学期 赤松　瑞枝
消費経済論 ２ ３・４ 春学期 高橋　克也
社会保障論 ２ ３・４ 春学期 石塚　正敏
健康管理論 ２ ３・４ 春学期 石塚　正敏
タウンマネジメント ２ ３・４ 秋学期 橋本憲一郎

環
境
経
営

環境経済学 ２ ３・４ 春学期 田中　秀実
環境法学 ２ ３・４ 春学期 宮崎　正浩
地球環境と経営 ２ ３・４ 秋学期 白鳥　和彦
資源・リサイクル論 ２ ３・４ 春学期 相楽　美穂

演
　
　
習

生活環境マネジメント学演習ⅠA＊ １ １単位 ３ 春学期 赤松瑞枝、天海　弘
石塚正敏、石渡尚子
宮崎正浩、村田あが

横井由利生活環境マネジメント学演習ⅠB＊ １ １単位 ３ 秋学期

生活環境マネジメント学演習ⅡA＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。生活環境マネジメント学演習ⅡB＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文・

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊の科目は前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、Web
履修登録申請時はあらかじめ登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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Ⅳ．観光コミュニティ学部

 （1）観光コミュニティ学部共通専門科目の履修
　観光コミュニティ学部共通専門科目は、観光コミュニティ学部の学生の卒業に必要な学部専門
科目の単位として算入することができます。

観光コミュニティ学部共通専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講義

むさしの学 ２

選択

１・２ 春学期 一條　三子
人口学 ２ １・２ 秋学期 佐藤龍三郎
社会調査入門 ２ １・２ 春学期 志田　哲之
社会をデザインする女性たち ２ １・２ 秋学期 古川　晶子

特殊演習 観光国家資格取得特殊演習A １ １・２ 春学期 髙木　美和

観光コミュニティ学部共通専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

講義

ぶんきょう学 ２

選択

３・４ 春学期 成澤　廣修
NPO・NGO論 ２ ３・４ 秋学期 松井　理恵
取材学 ２ ３・４ 秋学期 未定
イベント・コンベンション論 ２ ３・４ 秋学期 森　　直人

特殊演習 ブライダル・コーディネート特殊演習 １ ３・４ 秋学期 責任者：中村　仁
大藤ひとみ

実習 観光コミュニティデザイン実践 ２ ３・４ 秋学期 篠崎　健司

【社会調査士課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

社
　
会
　
調
　
査
　
士
　
課
　
程

A 社会調査入門 ２

選択

１・２ 春学期 志田　哲之

B 社会調査法 ２ １・２ 秋学期 藤本　隆史
「観光調査法」
の内容を含む
《全学共通科目》

Ｃ データの読み方 ２ １・２ 春学期 堀内　康史

D 社会統計学 ２ １・２ 秋学期 藤本　隆史
「観光統計解析」
の内容を含む
《「統計学」：全
学前期科目》

E 多変量解析の基礎 ２ ３・４ 春学期 藤本　隆史 【Ｅ・Ｆはどち
らかを選択】

F 質的調査法 ２ ３・４ 秋学期 牧野　修也 【Ｅ・Ｆはどち
らかを選択】

G
社会調査実習Ⅰ ２ ３・４ 春学期 佐野美智子

牧野　修也

社会調査実習Ⅱ ２ ３・４ 秋学期 佐野美智子
牧野　修也
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 （2）観光コミュニティ学部専門科目の履修

1．観光デザイン学科

　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む
６６単位で、最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　考

前	

期	

課	

程

基 幹 科 目 １0単位以上 必修 ６単位を含む。

演 習 ２単位

観光コミュニティ学部
共 通 専 門 科 目 選　択

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部専
門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学
科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位の中に、
他学部専門科目を ４単位まで含めることができる。なお、
２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目
として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

展 開 科 目 ２４単位以上

特 殊 演 習 １単位以上

実 習 １単位以上

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

観光コミュニティ学部
共 通 専 門 科 目 選　択

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部専
門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学
科専門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位の中に、
他学部専門科目を 8単位まで含めることができる。なお、
後期課程で修得した前期課程の学部専門科目の単位を算
入することはできない。ただし、後期課程生として修得
した前期課程の自学科の基幹科目 ６単位を含めることが
できる。

合計修得単位数 ６６単位以上
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観光デザイン学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

基
　
幹
　
科
　
目

観光学入門 ２ ２単位 １ 春学期 小長谷悠紀

観光デザイン入門 ２ ２単位 １ 春学期 篠原　　靖

経営学入門 ２ ２単位 １ 秋学期 鶴田　雅昭

観光社会学 ２

4
単
位
以
上

１・２ 春学期 臺　　純子

観光人類学 ２ １・２ 秋学期 塩月　亮子

観光地理学 ２ １・２ 秋学期 小長谷悠紀

観光経済学 ２ １・２ 春学期 渡邉　　徹

観光グランドデザイン ２ １・２ 春学期 村上　雅巳

観光経営論 ２ １・２ 秋学期 鶴田　雅昭

比較観光産業論 ２ １・２ 秋学期 河村　英和

観光交通論 ２ １・２ 春学期 曽山　　毅

宿泊産業論 ２ １・２ 秋学期 小関　孝子

観光と情報社会 ２ １・２ 春学期 中村　　仁

演習 基礎ゼミナール（観光） ２ ２単位 ２ 春学期
秋学期

磯貝政弘、小関孝子
河村英和、小長谷悠紀
塩月亮子、篠原　靖
曽山　毅、臺　純子
鶴田雅昭、中村　仁

村上雅巳

学外実習を含む

観光デザイン学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
開
　
科
　
目

グ
ロ
ー
バ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

グローバルツーリズム ２

２４
単
位
以
上

３・４ 秋学期 弓野　克彦

各国観光事情 ２ ３・４ 春学期 庄司　正昭

観光メディア論 ２ ３・４ 春学期 中村　　仁

ホスピタリティデザイン ２ ３・４ 秋学期 小関　孝子

グローバル観光デザイン ２ ３・４ 春学期 小長谷悠紀

航空産業論 ２ ３・４ 春学期 鶴田　雅昭

旅行産業論 ２ ３・４ 春学期 篠原　　靖

コンベンション管理（MICE） ２ ３・４ 秋学期 村上　雅巳

観光法規・倫理 ２ ３・４ 秋学期 宮下　　彰

観光とミナト ２ ３・４ 春学期 鶴田　雅昭

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

経営財務論 ２ ３・４ 春学期 松澤　孝紀

事業構想論 ２ ３・４ 秋学期 渡辺　一浩

観光財務論 ２ ３・４ 春学期 松澤　孝紀

観光マーケティング ２ ３・４ 秋学期 磯貝　政弘

観光とリスク ２ ３・４ 秋学期 吉口　克利

交通経営論 ２ ３・４ 秋学期 曽山　　毅
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
開
　
科
　
目

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

観光調査論 ２

２４
単
位
以
上

３・４ 春学期 磯貝　政弘

観光デザイナー論 ２ ３・４ 秋学期 中村　　仁

ホテルマネジメント ２ ３・４ 春学期 小関　孝子

リゾート経営論 ２ ３・４ 秋学期 小長谷悠紀

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

観光コンテンツ ２ ３・４ 春学期 河村　英和

祭りと文化 ２ ３・４ 秋学期 塩月　亮子

ニューツーリズム ２ ３・４ 秋学期 臺　　純子

温泉と保養 ２ ３・４ 秋学期 山崎まゆみ

観光と鉄道 ２ ３・４ 秋学期 曽山　　毅

テーマパーク ２ ３・４ 秋学期 磯貝　政弘

世界遺産研究 ２ ３・４ 春学期 責任者：中村　仁
宮澤　　光

ヘリテイジツーリズム ２ ３・４ 秋学期 河村　英和

東京観光デザイン ２ ３・４ 秋学期 篠原　　靖

特
殊
演
習

観光デザイナー特殊演習 １ 1
単
位
以
上

３・４ 春学期
秋学期 森　　直人

観光国家資格取得特殊演習Ｂ １ ３・４ 春学期 髙木　美和
「特殊演習A」
を修得してい
ることが望ま
しい。

実
　
習

キャビンアテンダント（CA）実習 １
１単位
以上

３・４ 春学期
秋学期

責任者：中村　仁
笠井　玲子

ホテルマネジャー・女将実習 １ ３・４ 春学期
秋学期 中岡　春人

演
　
　
習

観光デザイン演習ⅠA＊ １ １単位 ３ 春学期
磯貝政弘、小関孝子
河村英和、小長谷悠紀
塩月亮子、篠原　靖
曽山　毅、臺　純子
鶴田雅昭、中村　仁

村上雅巳
観光デザイン演習ⅠB＊ １ １単位 ３ 秋学期

観光デザイン演習ⅡA＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。観光デザイン演習ⅡB＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒論 卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊の科目は前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、Web
履修登録申請時はあらかじめ登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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2．コミュニティデザイン学科

　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む
６６単位で、最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　考

前	

期	

課	

程

基 幹 科 目 １0単位以上 必修 ６単位を含む。

演 習 ２単位

資 格 科 目 選　択

観光コミュニティ学部
共 通 専 門 科 目 選　択

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１２単位を修得し、加えて前期課程の学部専
門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学
科専門科目） 8単位以上を修得する。この 8単位の中に、
他学部専門科目を ４単位まで含めることができる。なお、
２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専門科目
として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

展 開 科 目 １６単位以上

特 殊 講 義 8単位以上

特 殊 演 習 ２単位以上

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

資 格 科 目 選　択

観光コミュニティ学部
共 通 専 門 科 目 選　択

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部専
門科目（学部共通専門科目、自学科専門科目または他学
科専門科目）１４単位以上を修得する。この１４単位の中に、
他学部専門科目を 8単位まで含めることができる。なお、
後期課程で修得した前期課程の学部専門科目の単位を算
入することはできない。ただし、後期課程生として修得
した前期課程の自学科の基幹科目 ６単位を含めることが
できる。

合計修得単位数 ６６単位以上
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コミュニティデザイン学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

社会学入門 ２ ２単位 １ 秋学期 土居　洋平

コミュニティデザイン入門 ２ ２単位 １ 春学期 篠崎　健司

フィールドスタディ入門 ２ ２単位 １ 春学期 松井　理恵

地域社会学 ２

4
単
位
以
上

１・２ 春学期 土居　洋平

コミュニティ論 ２ １・２ 秋学期 坪原　紳二

環境と防災 ２ １・２ 春学期 鍵屋　　一

ビジネスデザイン ２ １・２ 秋学期 矢野　峰生

女性のライフサイクル ２ １・２ 春学期 中野　洋恵

消費社会論 ２ １・２ 秋学期 佐野美智子

演習 基礎ゼミナール（コミュニティ）＊ ２ ２単位 ２ 春学期
秋学期

石崎裕子、佐野美智子
篠崎健司、坪原紳二
土居洋平、松井理恵

矢野峰生

学外実習を含む

資格
科目

データの読み方 ２ 選
択

１・２ 春学期 堀内　康史

社会統計学 ２ １・２ 秋学期 藤本　隆史

コミュニティデザイン学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

展
　
　
開
　
　
科
　
　
目

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コミュニティデザイン ２

１６
単
位
以
上

３・４ 春学期 鍵屋　　一

コミュニティと行財政 ２ ３・４ 春学期 鄭　　智允

コミュニテイ関連法規 ２ ３・４ 秋学期 鍵屋　　一

コミュニティと金融 ２ ３・４ 秋学期 矢野　峰生

コミュニティと地場産業 ２ ３・４ 春学期 辻井　啓作

コミュニティと住民参加 ２ ３・４ 秋学期 柏原　沙織

インフラストラクチャー ２ ３・４ 春学期 坪原　紳二

コミュニティとまちづくり ２ ３・４ 秋学期 田中　暁子

都市の社会学 ２ ３・４ 春学期 土居　洋平

近郊の社会学 ２ ３・４ 秋学期 土居　洋平

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

男女共同参画社会 ２ ３・４ 春学期 瀬山　紀子

出会いの社会学 ２ ３・４ 春学期 三具　淳子

コミュニティビジネス ２ ３・４ 春学期 矢野　峰生

家庭と仕事 ２ ３・４ 春学期 瀬山　紀子

出産・育児のセーフティネット ２ ３・４ 春学期 三具　淳子

子どもと教育 ２ ３・４ 秋学期 星野　敦子

介護と福祉 ２ ３・４ 春学期 林　　葉子

老いと女性 ２ ３・４ 秋学期 三具　淳子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

特
　
殊
　
講
　
義

コミュニティ論特殊講義
（２４時間の文化） ２

8
単
位
以
上

３・４ 秋学期 北井　　渉

コミュニティ論特殊講義
（ネット社会） ２ ３・４ 秋学期 橿淵めぐみ

コミュニティ論特殊講義
（食文化） ２ ３・４ 秋学期 矢野　峰生

コミュニティ論特殊講義
（買い物） ２ ３・４ 秋学期 佐野美智子

コミュニティ論特殊講義
（ブライダル） ２ ３・４ 春学期 責任者：中村　仁

大藤ひとみ

コミュニティ論特殊講義
（女性文化） ２ ３・４ 春学期 瀬山　紀子

コミュニティ論特殊講義
（学校） ２ ３・４ 秋学期 星野　敦子

特
　
殊
　
演
　
習

コミュニティデザイン特殊演習
（コミュニケーション） １

2
単
位
以
上

３・４ 春学期
秋学期 篠崎　健司

コミュニティデザイン特殊演習
（編集・制作） １ ３・４ 春学期

秋学期 糸井　夏希

コミュニティデザイン特殊演習
（プレゼンテーション） １ ３・４ 春学期 新垣　夢乃 公務員試験対

策を含む

コミュニティデザイン特殊演習
（文章理解・小論文） １ ３・４ 春学期

秋学期 鍵屋　　一 公務員試験対
策を含む

演
　
習

コミュニティデザイン演習ⅠＡ＊ １ １単位 ３ 春学期 石崎裕子、佐野美智子
篠崎健司、坪原紳二
土居洋平、松井理恵

矢野峰生コミュニティデザイン演習ⅠＢ＊ １ １単位 ３ 秋学期

コミュニティデザイン演習ⅡＡ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。コミュニティデザイン演習ⅡＢ＊ １ １単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒論 卒業論文・卒業研究＊ ２ ２単位 ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

資
格
科
目

多変量解析の基礎 ２

選
択

３・４ 春学期 藤本　隆史

質的調査法 ２ ３・４ 秋学期 牧野　修也

社会調査実習Ⅰ ２ ３・４ 春学期 佐野美智子
牧野　修也

社会調査実習Ⅱ ２ ３・４ 秋学期 佐野美智子
牧野　修也

＊の科目は前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、Web
履修登録申請時はあらかじめ登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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Ⅴ．心理学部

 （1）心理学部共通専門科目の履修

1．臨床心理学科
　卒業に必要な専門科目の単位数は、前期課程２0単位、後期課程４６単位の所定修得単位数を含む６６単位で、
最低修得単位数は下記のとおりです。

科　目　区　分 修得要件 備　　　考

前　
期　
課　
程

総 論 １２単位以上 必修 ４単位含む

研 究 入 門 ２単位

実 習 ２単位 「心理学実験」は、 ２限連続履修で ２単位必修。

前 期 課 程 合 計 ２0単位以上

前期課程要件１６単位を修得し、加えて前期課程の学科
専門科目 ４単位以上を修得する。この ４単位の中に、
他学部専門科目を ４単位まで含めることができる。な
お、２0単位を超えて修得した単位を後期課程の学部専
門科目として算入することはできない。

後
　
期
　
課
　
程

各 論 ２４単位以上

特 殊 演 習
１単位以上 特殊演習・実習から １単位以上

実 習
１単位以上 心理実習B・心理実習Cから １単位以上

演 習 ４単位

卒業論文・卒業研究 ２単位

後 期 課 程 合 計 ４６単位以上

後期課程要件３２単位を修得し、加えて後期課程の学部
専門科目１４単位以上を修得する。この１４単位の中に、
他学部専門科目を 8単位まで含めることができる。な
お、後期課程で修得した前期課程の学部専門科目及び
他学部専門科目の単位を算入することはできない。

合計修得単位数 ６６単位以上　
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臨床心理学科専門科目課程表【前期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

総
　
　
　
　
　
論

心理学概論 ２ ２ １ 春学期 板東　充彦 心理実習A・Ｂ
履修要件

臨床心理学概論 ２ ２ １ 秋学期 酒井　佳永 心理実習A・Ｂ
履修要件

心理学研究法 ２

8
単
位
以
上

１・２ 春学期 新井　　雅

知覚・認知心理学 ２ １・２ 春学期 飯高　晶子

学習・言語心理学 ２ １・２ 春学期 前場　康介

発達心理学 ２ １・２ 秋学期 岩熊麻由美

社会・集団・家族心理学 ２ １・２ 秋学期 岩熊麻由美

心理学史 ２ １・２ 秋学期 松嵜くみ子

教育・学校心理学 ２ １・２ 春学期 新井　　雅 心理実習Ｂ
履修要件

健康教育概論 ２ １・２ 秋学期 鈴木　眞理

人体の構造と機能及び疾病 ２ １・２ 春学期 宮岡　佳子 心理実習Ａ
履修要件

研究入門 心理学統計法 ２ ２ ２ 春学期 宮崎　圭子

実習 心理学実験 ２ ２ ２ 春学期
秋学期 弘光健太郎

臨床心理学科専門科目課程表【後期課程】

区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
　
　
論

神経・生理心理学 ２

２４
単
位
以
上

３・ ４ 春学期 酒井　佳永

視覚と芸術の心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 三浦久美子

感情・人格心理学 ２ ３・ ４ 春学期 板東　充彦

言語心理学 ２ ３・ ４ 春学期 河原　哲雄

思考心理学 ２ ３・ ４ 春学期 飯高　晶子

道徳心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 阿部　洋子

青年期の発達心理学 ２ ３・ ４ 春学期 小栗　貴弘

高齢者の心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 伊波　和恵

心理学的支援法 ２ ３・ ４ 秋学期 板東　充彦

力動論的アプローチ ２ ３・ ４ 秋学期 田中　　究

認知行動療法 ２ ３・ ４ 春学期 宇野かおり

家族療法論 ２ ３・ ４ 秋学期 田中　　究

心理教育的アセスメント ２ ３・ ４ 秋学期 宮崎　圭子

健康心理アセスメント ２ ３・ ４ 春学期 菅原ゆり子

データ解析 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 生駒　　忍

実験計画法 ２ ３・ ４ 春学期
秋学期 生駒　　忍

公認心理師の職責 ２ ３・ ４ 春学期 宮崎　圭子
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区分 授　業　科　目 単位 必要単位 履修年次 開講期 担　当　教　員 備　考

各
　
　
　
　
　
論

関係行政論 ２

２４
単
位
以
上

３・ ４ 春学期 山口　豊一
臨床教育学 ２ ３・ ４ 秋学期 東　　宏行
学校臨床心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 小栗　貴弘
発達障害の心理と指導援助 ２ ３・ ４ 秋学期 飯田　順子
キャリアカウンセリング ２ ３・ ４ 秋学期 前場　康介
健康・医療心理学 ２ ３・ ４ 春学期 前場　康介
健康心理カウンセリング ２ ３・ ４ 秋学期 酒井　佳永
福祉心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 塚本　哲司

障害者・障害児心理学 ２ ３・ ４ 春学期 生駒　　忍 心理実習Ｂ
履修要件

産業・組織心理学 ２ ３・ ４ 春学期 岩熊麻由美
産業カウンセリング ２ ３・ ４ 春学期 宮崎　圭子
司法・犯罪心理学 ２ ３・ ４ 秋学期 市村　彰英

精神疾患とその治療 ２ ３・ ４ 春学期 宮岡　佳子 心理実習Ａ
履修要件

心身医学 ２ ３・ ４ 秋学期 菅原ゆり子
子どものこころとからだ ２ ３・ ４ 春学期 久保田健夫

特
殊
演
習

心理演習 ２

1
単
位
以
上

３ 春学期 新井　雅、小栗貴弘
宮岡　佳子

共同、 ２限連続、
心理実習A・Ｂ
履修要件

遊戯・芸術療法 １ ３・ ４ 秋学期 松嵜くみ子
心理的アセスメント １ ３・ ４ 春学期 酒井　佳永

実
　
　
習

健康心理アセスメント実習 ２ ３・ ４ 秋学期 前場　康介 ２限連続

心理実習A １ ３・ ４ 秋学期 酒井佳永、板東充彦
宮岡　佳子

共同（医療・
保健領域）

心理実習B １ 1
単
位
以
上

３ 秋学期 新井　雅、小栗貴弘
松嵜くみ子

共同（学校・
教育領域）

心理実習C １ ３ 春学期 鈴木眞理、前場康介
松浦　真澄

共同（福祉・
司法領域）

演
　
　
習

臨床心理学演習ⅠＡ＊ １ 1 ３ 春学期 阿部洋子、新井　雅
小栗貴弘、酒井佳永
板東充彦、前場康介
松嵜くみ子、宮岡佳子

宮崎圭子臨床心理学演習ⅠＢ＊ １ 1 ３ 秋学期

臨床心理学演習ⅡＡ＊ １ １ ４ 令和 ４（２0２２）年度開講 演習ⅡＢは、
演習ⅡＡの修
得を履修の要
件とする。臨床心理学演習ⅡＢ＊ １ １ ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

卒
業
論
文

卒
業
研
究

卒業論文・卒業研究＊ ２ ２ ４ 令和 ４（２0２２）年度開講

＊の科目は前年度中に各学部において実施する事前振り分け等に申請する必要があります。なお、Web
履修登録申請時はあらかじめ登録されています。登録されていない場合は、各学部研究室に問い合わせて
ください。
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Ⅵ．資格取得課程
　「資格課程」は、大学を卒業する（学士の学位を取得する）ための授業体系とは別の、各種の資格を取
得するための授業体系です。それぞれの資格は、基礎資格として学士の学位を有することを条件づけてい
るので、学生は「大学を卒業する」ことを目指さなければなりません。

【本学で設置している資格取得課程】

①教職課程（中学校教諭一種免許状および高等学校教諭一種免許状を取得する者のための課程）
②司書課程（図書館の司書の資格を取得する者のための課程）
③司書教諭課程（学校図書館の司書教諭の資格を取得する者のための課程）
④学芸員課程（博物館において学芸員となるための資格を取得する者のための課程）
⑤社会調査士課程（社会調査協会の認定する社会調査の知識や技術を用いて社会事象をとらえる専門

家としての資格を取得するための課程）

【学部学科で取得できる資格課程】

学　　　部 学　　　科 教職課程 司書課程 司書教諭課程 学芸員課程 社会調査士

文　学　部

人文学科 ○ ○ ○ ○

現代文化表現学科 ○

コミュニケーション文化学科 ○

マネジメント学部
マネジメント学科 ○

生活環境マネジメント学科 ○

観光コミュニティ学部
観光デザイン学科 ○ ○

コミュニティデザイン学科 ○ ○

心理学部 臨床心理学科 ○

　教職課程、司書教諭課程、学芸員課程については、文学部人文学科に所属しない学生であっても「資格
に関する授業科目の履修を許可する文学部基準」（学生便覧参照）に定める要件を満たしている場合は、
履修を認められることがあります。ただし、各所属学科において履修すべき科目との重複、各課程の内容
に関連する卒業論文・卒業研究の作成（ ４年次に「人文学演習ⅡA・ⅡB」の履修が必要）　その他、履修
には相当の困難がともなうことを承知しておいてください。

①教職課程
（a）本学で取得できる免許状の種類

学　　部 学　　科
免　許　状

教　　科 高等学校 中学校

文　学　部 人 文 学 科

国　　語 一　　種 一　　種

美　　術 一　　種 一　　種

書　　道 一　　種
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（ｂ）免許状の種類、基礎資格および最低修得単位数

免許の種類 基礎資格

法令に定める大学における最低修得単位数

教科及び教科の指
導法に関する科目

教育の基礎的理解に
関する科目等

大学が独自に設定する科目

中学校教諭
一種免許状 学士の学位 ２8 ２７

（本学では２9） ４

高等学校教諭
一種免許状 学士の学位 ２４ ２３

（本学では２５） １２

（イ）「全学共通科目」における履修科目の指定
　教職課程履修者は、「教育職員免許法施行規則第６６条の ６」により、上記の他、次の科目を選択しなけ
ればならない（前期課程中に修得すること）。

免許法施行規則に定める科目 対応する本学授業科目

日本国憲法　　　　　　　　　 ２単位 日本国憲法

外国語コミュニケーション　　 ２単位 英語AⅠa、英語AⅠb、英語BⅠa、英語BⅠb、英語Ⅱから １科目

体育　　　　　　　　　　　　 ２単位 体育実技Ａ〜Ｈから ２科目

情報機器の操作　　　　　　　 ２単位 必修科目の「情報リテラシーⅠ，Ⅱ」で可

（ロ）「教科及び教科の指導法に関する科目」
　「教科及び教科の指導法に関する科目」は、教科にかかわる専門分野の学問的知識を得るための科目群
であり、基本的には、当該免許教科を開設する学科の専門科目である。そのため、当該学科の卒業に必要
な科目であり、かつ、当該教科の免許状を取得するためにも必要な科目、ということになる。
　「教科及び教科の指導法に関する科目」は、最低でも中学一種免許で２8単位、高等学校一種免許で２４単
位を修得しなければならないが、別表 1の各表に示された「免許法施行規則に定める科目区分」の単位が、
各欄にわたり必ず １単位以上含まれていなければならない。

（ハ）「教育の基礎的理解に関する科目等」
　「教育の基礎的理解に関する科目等」は、学校種、教科にかかわらず、教え方や生徒とのふれあいを重
視し、教員として学校教育活動の遂行に直接資するための科目で、現在の学校教育の現場が抱えるさまざ
まな状況・課題に対して適切に対応でき、学校教育の担い手としての教員の役割・重要性をよく認識でき
る、総合的力量のある人材の育成を目的としたものである。
　具体的な科目名、含めることが必要な要件等については、別表 2に示している。

（ニ）「大学が独自に設定する科目」
　教員として最小限必要な資質能力を確実に身につけさせるために「教科及び教科の指導法に関する科
目」および「教育の基礎的理解に関する科目等」の区分を設けるとともに、更に積極的に得意分野や個性
の伸長を進めるために「大学が独自に設定する科目」の区分が設けられている。
　したがって、必要を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」あるいは「教育の基礎的理
解に関する科目等」の修得単位数をもって充足することもできるが、設置の趣旨を踏まえて意欲的に修得
することが望まれる。
　なお、本学で開設している科目については、別表 3に示している。
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別表 1　教科及び教科の指導法に関する科目
中学校一種　国語 ※ １印の付いた科目については、文学部共通専門科目を参照すること。

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目区分
各科目に

含めることが
必要な事項

授業科目
単位数 履修

年次 備考
必 選

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

国語学概論 ２ １・２
国語音声学 ２ ３・４
日本語文章表現 ２ ３・４
国語史 ２ ３・４
朗読法	※ １ 	 ２ ３・４

国文学
（国文学史を
含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

日本文学概論 ２ １・２
日本文学史 ２ １・２
古代日本文学 ２ ３・４
中世日本文学 ２ ３・４
近世日本文学 ２ ３・４
近代日本文学 ２ ３・４
創作ライティング演習C（短歌） １ ３・４
創作ライティング演習D（俳句） １ ３・４

漢文学
（最低修得単位数）
各 １単位以上

漢文学 ２ ３・４
中国文学概論 ２ １・２

書道
（書写を中心
とする。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

書道基礎実習AⅠ（入門） １ １・２
書道基礎実習AⅡ（応用） １ １・２
書道基礎実習B（楷書） １ １・２

（最低修得
	単位数）
２0単位以上

書道基礎実習C（行書） １ １・２
書道史 ２ １・２

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を
含む。）

国語科教育法A ２ ３

（最低修得
	単位数）

計２8単位以上

国語科教育法B ２ ３
国語科教材論A ２ ３
国語科教材論B ２ ３

＊教科及び教科の指導法に関する科目計２8単位以上修得する。
＊教科に関する専門的事項の各欄にわたり各 １単位以上、計２0単位以上を修得する。
＊開設科目の担当教員については、文学部人文学科専門科目を参照すること。なお、※ １印の付いた科目
の担当教員については、文学部共通専門科目を参照すること。
＊国語科教育法Ｂ・国語科教材論Ｂは、それぞれのＡの修得を履修の要件とする。
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中学校一種　美術

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目区分
各科目に

含めることが
必要な事項

授業科目
単位数 履修

年次 備考
必 選

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

絵画（映像メ
ディア表現を
含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

絵画基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
絵画基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
絵画実習A（洋画） １ ３・４
絵画実習B（洋画） １ ３・４
絵画実習C（日本画） １ ３・４
絵画実習D（特殊表現） １ ３・４

彫刻

（最低修得単位数）
各 １単位以上

彫刻基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
彫刻基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
彫刻実習A（塑像） １ ３・４
彫刻実習B（石膏） １ ３・４
彫刻実習C（テラコッタ） １ ３・４
彫刻実習D（金属造形） １ ３・４

デザイン（映
像メディア表
現を含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

デザイン基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
デザイン基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
デザイン実習A（色彩構成） １ ３・４
デザイン実習B（平面構成） １ ３・４
デザイン実習C（空間構成） １ ３・４
デザイン実習D（視覚伝達デザイン） １ ３・４

工芸

（最低修得単位数）
各 １単位以上

工芸基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
工芸基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
工芸実習A（紙） １ ３・４
工芸実習B（木） １ ３・４
工芸実習C（空間演出） １ ３・４
工芸実習D（土） １ ３・４

美術理論及び
美術史（鑑賞
並びに日本の
伝統美術及び
アジアの美術
を含む。）

（最低修得単位数
各 １単位以上

美学概論 ２ １・２
日本美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２
日本美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２
西洋美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２

（最低修得
	単位数）
２0単位以上

西洋美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２
東洋美術史（鑑賞を含む） ２ ３・４

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を
含む。）

美術科教育法A ２ ３

（最低修得
	単位数）

計２8単位以上

美術科教育法B ２ ３
美術科教材論A ２ ３
美術科教材論B ２ ３

＊教科及び教科の指導法に関する科目計２8単位以上修得する。
＊教科に関する専門的事項の各欄にわたり各 １単位以上、計２0単位以上を修得する。
＊開設科目の担当教員については、文学部人文学科専門科目を参照すること。
＊美術科教育法Ｂ・美術科教材論Ｂは、それぞれのＡの修得を履修の要件とする。

これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
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高等学校一種　国語 ※ １印の付いた科目については、文学部共通専門科目を参照すること。

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目区分
各科目に

含めることが
必要な事項

授業科目
単位数 履修

年次 備考
必 選

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声
言語及び文章
表現に関する
ものを含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

国語学概論 ２ １・２
国語音声学 ２ ３・４
日本語文章表現 ２ ３・４
国語史 ２ ３・４
朗読法　※ １	 ２ ３・４

国文学
（国文学史を
含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

日本文学概論 ２ １・２
日本文学史 ２ １・２
古代日本文学 ２ ３・４
中世日本文学 ２ ３・４
近世日本文学 ２ ３・４
近代日本文学 ２ ３・４
創作ライティング演習C（短歌） １ ３・４
創作ライティング演習D（俳句） １ ３・４

（最低修得
単位数）
２0単位以上

漢文学
（最低修得単位数）
各 １単位以上

漢文学 ２ ３・４
中国文学概論 ２ １・２

（最低修得
単位数）

計２４単位以上

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を
含む。）

国語科教育法A ２ ３
国語科教育法B ２ ３

＊教科及び教科の指導法に関する科目計２４単位以上修得する。
＊教科に関する専門的事項の各欄にわたり各 １単位以上、計２0単位以上を修得する。
＊開設科目の担当教員については、文学部人文学科専門科目を参照すること。なお、※ １印の付いた科目
の担当教員については、文学部共通専門科目を参照すること。
＊国語科教育法Ｂは、Ａの修得を履修の要件とする。
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高等学校一種　書道

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目区分
各科目に

含めることが
必要な事項

授業科目
単位数 履修

年次 備考
必 選

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

書道（書写を
含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

書道基礎実習ＡⅠ（入門） １ １・２
書道基礎実習ＡⅡ（応用） １ １・２
書道基礎実習Ｂ（楷書） １ １・２
書道基礎実習Ｃ（行書） １ １・２
書道実習Ａ（草書） １ ３・４
書道実習Ｂ（隷書） １ ３・４
書道実習Ｃ（篆書・篆刻） １ ３・４
書道実習Ｄ（仮名） １ ３・４
書道実習Ｅ（漢字仮名交じり） １ ３・４
書道実習Ｆ（実用書法） １ ３・４

書道史
（最低修得単位数）
各 １単位以上

書道史 ２ １・２

「書論、鑑賞」
（最低修得単位数）
各 １単位以上

書論 ２ ３・４
書芸術の鑑賞 ２ １・２

「国文学、
漢文学」

（最低修得単位数）
各 １単位以上

日本文学概論 ２ １・２
漢文学 ２ ３・４
日本文学史 ２ １・２
古代日本文学 ２ ３・４
中世日本文学 ２ ３・４

（最低修得
単位数）
２0単位以上

近世日本文学 ２ ３・４
近代日本文学 ２ ３・４
中国文学概論 ２ １・２

（最低修得
単位数）

計２４単位以上
各教科の指導法（情報機器及
び教材の活用を含む。）

書道科教育法A ２ ３
書道科教育法B ２ ３

＊教科及び教科の指導法に関する科目計２４単位以上修得する。
＊教科に関する専門的事項の各欄にわたり各 １単位以上、計２0単位以上を修得する。
＊開設科目の担当教員については、文学部人文学科専門科目を参照すること。
＊書道科教育法Ｂは、Ａの修得を履修の要件とする。

これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
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高等学校一種　美術

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目区分
各科目に

含めることが
必要な事項

授業科目
単位数 履修

年次 備考
必 選

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

絵画（映像メ
ディア表現を
含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

絵画基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
絵画基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
絵画実習A（洋画） １ ３・４
絵画実習B（洋画） １ ３・４
絵画実習C（日本画） １ ３・４
絵画実習D（特殊表現） １ ３・４

彫刻

（最低修得単位数）
各 １単位以上

彫刻基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
彫刻基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
彫刻実習A（塑像） １ ３・４
彫刻実習B（石膏） １ ３・４
彫刻実習C（テラコッタ） １ ３・４
彫刻実習D（金属造形） １ ３・４

デザイン（映
像メディア表
現を含む。）

（最低修得単位数）
各 １単位以上

デザイン基礎実習Ⅰ（入門） １ １・２
デザイン基礎実習Ⅱ（応用） １ １・２
デザイン実習A（色彩構成） １ ３・４
デザイン実習B（平面構成） １ ３・４
デザイン実習C（空間構成） １ ３・４
デザイン実習D（視覚伝達デザイン） １ ３・４

美術理論・美
術史（鑑賞並
びに日本の伝
統美術及びア
ジアの美術を
含む。）

（最低修得単位数
各 １単位以上

美学概論 ２ １・２
日本美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２
日本美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２
西洋美術史（鑑賞を含む）A ２ １・２

（最低修得
	単位数）
２0単位以上

西洋美術史（鑑賞を含む）B ２ １・２

（最低修得
単位数）

計２４単位以上

東洋美術史（鑑賞を含む） ２ ３・４

各教科の指導法（情報機器及
び教材の活用を含む。）

美術科教育法A ２ ３
美術科教育法B ２ ３

＊教科及び教科の指導法に関する科目計２４単位以上修得する。
＊教科に関する専門的事項の各欄にわたり各 １単位以上、計２0単位以上を修得する。
＊開設科目の担当教員については、文学部人文学科専門科目を参照すること。
＊美術科教育法Ｂは、Ａの修得を履修の要件とする。

これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
これらの ２科目
から １科目 ２単
位選択必修｝
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別表 2 　教育の基礎的理解に関する科目等
※ １印の付いた科目については、文学部人文学科の専門科目を参照すること。

施行規則に定める科目区分等 本学の開講・履修

科目
区分

各科目に含めることが
必要な事項 単位数 授 業 科 目 担当教員

単位数 履修
年次 履修方法等

必 選

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

１0

教育原理	※ １ 鈴木　芳明 ２ １・ ２

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対
応を含む。）

教職論 鈴木　芳明 ２ １

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）

教育制度及び教育法規 秋山　純子 ２ ２

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程 教育心理学	※ １ 	 本田　　真 ２ １

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

特別支援を必要とする
生徒理解 小島　道生 ２ １・ ２

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

教育課程論 小宮山郁子 ２ ３

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法

中・１0
高・ 8

道徳教育指導論 小宮山郁子 ２ ２ 中免のみ

総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法及び
総合的な学習の時間の
指導法

秋山　純子
桒原　真洋 ２ １・ ２

特別活動の指導法
（特別活動の指導法及
び総合的な学習の時間
の指導法）

− − −

教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。） 教育の方法及び技術 茂木　一司

横田　恭三 ２ １・ ２

生徒指導の理論及び方法 生徒指導及び進路指導 東　　宏行
山口　豊一 ２ １・ ２

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

教育相談及び
カウンセリング 品田　笑子 ２ １・ ２

進路指導及びキャリア教育の理
論及び方法

（生徒指導及び進路指
導） − − −

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習 中・ ５
高・ ３

教育実習（中・高）
令和 ４

（２0２２）年
度開講

５ ４
中免は教育実習
（中・高）必修。
高免は教育実習
（中・高）もし
くは教育実習
（高）選択必修。
事前・事後指導
１単位を含む

教育実習（高）
令和 ４

（２0２２）年
度開講

３ ４

教職実践演習 ２ 教職実践演習（中・高）
令和 ４

（２0２２）年
度開講

４

法令に定める最低修得単位数
中免２７単位　高免２３単位 本学の定める最低修得単位数　　中免２9単位　高免２５単位

（注）１	．「教育の基礎的理解に関する科目等」については、教員資格取得に向けての必要不可欠な授業科
目であることを踏まえて成績評価を実施し、再評価は行わない。ただし、所属学部の卒業要件と
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なる科目（※ １印を付した）については、成績の評価及び単位の認定に関する規程に従って再評価
を実施する。
２	．「道徳教育指導論」は、中学校教諭一種免許状を取得する場合必修科目である。（高等学校教諭一
種取得においては、大学が独自に設定する科目（別表 ３）参照のこと。
３	．中学校教諭一種免許状を取得する場合（中学校教諭一種免許状・高等学校教諭一種免許状の両方
を取得する場合も含む）については、「教育実習（中・高）」は必修科目である。高等学校教諭一種
免許状のみを取得する場合は、「教育実習（中・高）もしくは教育実習（高）」が選択必修科目であ
る。
４	．中学校教諭一種免許状を取得する場合は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教
育職員免許法の特例等に関する法律（平成 9年法律第90号）及び「同法施行規則」の施行により、
大学における所要科目の履修のほかに、特別支援学校及び社会福祉施設における ７日間以上の「介
護等体験」を行うことが義務付けられている。なお、高等学校教諭一種免許状のみを取得しよう
とする場合は、「介護等体験」を行う必要はない。
５	．「教育実習」
　・ ２年次終了時までに、前期課程で修得すべき「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位を修得
していること。

　・教育職員免許法施行規則第６６条の ６に定める科目をすべて修得していること（P１１５）。
　・	卒業見込み年度の学生であって、 ３年次秋学期末までに修得すべき「教育の基礎的理解に関する
科目等」の単位をすべて修得した者でなければ履修できない。

　・ ３年次秋学期末までに当該教員免許の「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、「各教科
の指導法」必修科目を含め中学校では１8単位、高等学校では１４単位以上修得していなければ実
習校での教育実習を許可しない。また、所定の単位数を修得していても既修得科目の成績によっ
ては、教育実習を認めない、あるいは実習校を斡旋しないことがある。

　・ 「教育実習」を履修する者は、最終学年次に採用を希望する都道府県・政令指定都市の教育委員
会が実施する教員採用試験あるいは私立学校教員適性検査等を受験しなければならない。

　・ 「教育実習（中・高）」は ３〜 ４週間の実習、「教育実習（高）」は ２週間の実習を行う。なお、実
習期間中の就職活動は禁止する。就職活動を優先する者は履修しないこと。

　・ 「教育実習（中・高）」「教育実習（高）」いずれの場合も、事前・事後の指導の １単位を含んでい
る。教育実習の単位を修得するには、この事前・事後の指導に出席することが要件となる。

　・ 事前・事後指導等は、下記のように ２年次秋学期から実施される。「教育実習」のシラバスに当
該年度の日程を記載してあるので、よく読んでおくこと。

　　　 ２年生：「介護等体験」事前指導（第 １回）
　　　 ３年生：「介護等体験」事前指導（第 ２回）
　　　　　　　「教育実習」事前指導（第 １回〜第 ４回）
　　　 ４年生：「教育実習」事前指導（第 ５回・第 ６回）
　　　　　　　「教育実習」事後指導（第 ７回・第 8回）
　・	事前指導を １回でも欠席した場合は、「教育実習」を行うことができない。また、事後指導を欠
席した場合は、実習そのものは終了していても、事前・事後指導 １単位分の単位が不足となるた
め、「教育実習の単位」は修得できない。

　　ただし、以下に該当するものは、事後に特別にガイダンスを受けることができる。
　　　①忌引・病気等のため、教育実習担当教員へ届出書または診断書を提出し、許可を得たもの。
　　　②欠席事由について、交通事情等の不可抗力によるもの、あるいは公的な証明書があるもの。
６	．教育実習や介護等体験による通常授業欠席届、教職課程履修上の各種届出書類は、提出締切り期
日以降は、一切受理しないので注意すること。
７	．教職課程履修者は、 ４年次に取得を希望する教員免許状の教科に関連した文学部人文学科の「卒
業論文・卒業研究」を提出しなければならないので、文学部人文学科以外の希望者も含めて、 ４年
次に「人文学演習ⅡA・ⅡB」の履修が必要となる。
8	．「教職実践演習」は、教職課程取得に必要なすべての科目を修得済み、あるいは、その年次に修
得見込みの学生でなければ履修できない。
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別表 3　大学が独自に設定する科目
※ １印の付いた科目については、文学部共通専門科目を参照すること。
※ ２印の付いた科目については、全学共通科目を参照すること。
※ ３印の付いた科目については、文学部人文学科専門科目を参照すること。
※ ４印の付いた科目については、資格課程（学芸員課程）科目を参照すること。
※ ５印の付いた科目については、資格課程（司書教諭課程）科目を参照すること。

中学校一種　国語
免許法施行規則に
定める科目区分

本学の開講・履修

科目区分 授業科目
単位数 履修

年次
履修方法等

必 選

大学が独自に
設定する科目

図書館概論	※ １ ２ １・ ２
「教科及び教科の指導法に関する
科目」について、最低修得単位
数（２8単位）を超えて履修した
単位数

＋

「大学が独自に設定する科目」の
選択科目の単位数

合計　 ４単位以上

生涯学習概論	※ ２ ２ １・ ２

博物館概論	※ ３ ２ １・ ２

博物館情報・メディア論	※ ４ ２ ３・ ４

博物館教育論	※ ４ ２ ３・ ４

教育学概論	※ ２ ２ ３・ ４

学校経営と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

学習指導と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

情報メディアの活用	※ ５ ２ ３・ ４

高等学校一種　国語
免許法施行規則に
定める科目区分

本学の開講・履修

科目区分 授業科目
単位数 履修

年次
履修方法等

必 選

大学が独自に
設定する科目

道徳教育指導論 ２ １・ ２

「教科及び教科の指導法に関する
科目」について、最低修得単位
数（２４単位）を超えて履修した
単位数

＋

「大学が独自に設定する科目」の
選択科目の単位数

合計　１２単位以上

図書館概論	※ １ ２ １・ ２

生涯学習概論	※ ２ ２ １・ ２

博物館概論	※ ３ ２ １・ ２

国語科教材論A ２ ３・ ４

国語科教材論B ２ ３・ ４

博物館情報・メディア論	※ ４ ２ ３・ ４

博物館教育論	※ ４ ２ ３・ ４

教育学概論	※ ２ ２ ３・ ４

学校経営と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

学習指導と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

情報メディアの活用	※ ５ ２ ３・ ４
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中学校一種　美術
免許法施行規則に
定める科目区分

本学の開講・履修

科目区分 授業科目
単位数 履修

年次
履修方法等

必 選

大学が独自に
設定する科目

図書館概論	※ １ ２ １・ ２

「教科及び教科の指導法に関する
科目」について、最低修得単位
数（２8単位）を超えて履修した
単位数

＋

「大学が独自に設定する科目」の
選択科目の単位数

合計　 ４単位以上

生涯学習概論	※ ２ ２ １・ ２

博物館概論	※ ３ ２ １・ ２

博物館情報・メディア論	※ ４ ２ ３・ ４

博物館教育論	※ ４ ２ ３・ ４

教育学概論	※ ２ ２ ３・ ４

学校経営と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

学習指導と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

情報メディアの活用	※ ５ ２ ３・ ４

高等学校一種　美術
免許法施行規則に
定める科目区分

本学の開講・履修

科目区分 授業科目
単位数 履修

年次
履修方法等

必 選

大学が独自に
設定する科目

道徳教育指導論 ２ １・ ２

「教科及び教科の指導法に関する
科目」について、最低修得単位
数（２４単位）を超えて履修した
単位数

＋

「大学が独自に設定する科目」の
選択科目の単位数

合計　１２単位以上

図書館概論	※ １ ２ １・ ２

生涯学習概論	※ ２ ２ １・ ２

博物館概論	※ ３ ２ １・ ２

美術科教材論A ２ ３・ ４

美術科教材論B ２ ３・ ４

博物館情報・メディア論	※ ４ ２ ３・ ４

博物館教育論	※ ４ ２ ３・ ４

教育学概論	※ ２ ２ ３・ ４

学校経営と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

学習指導と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

情報メディアの活用	※ ５ ２ ３・ ４
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高等学校一種 書道
免許法施行規則に
定める科目区分

本学の開講・履修

科目区分 授業科目
単位数 履修

年次
履修方法等

必 選

大学が独自に
設定する科目

道徳教育指導論 ２ １・ ２

「教科及び教科の指導法に関する
科目」について、最低修得単位
数（２４単位）を超えて履修した
単位数

＋

「大学が独自に設定する科目」の
選択科目の単位数

合計　１２単位以上

図書館概論	※ １ ２ １・ ２

生涯学習概論	※ ２ ２ １・ ２

博物館概論	※ ３ ２ １・ ２

博物館情報・メディア論	※ ４ ２ ３・ ４

博物館教育論	※ ４ ２ ３・ ４

教育学概論	※ ２ ２ ３・ ４

学校経営と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

学習指導と学校図書館	※ ５ ２ ３・ ４

情報メディアの活用	※ ５ ２ ３・ ４
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②司書課程
　司書の資格を取得するためには、「図書館法施行規則」に基づき、大学を卒業した上で別表 ４に定める
科目の単位を修得しなければならない（平成２４年 ４月 １日より改正実施）。
　司書課程については、「図書館が時代の要請に応じ、住民の学習ニーズ等に適切に対応し、情報化をは
じめとする社会の急速な変化に的確に対応できるようにするために、図書館に置かれる専門的職員である
司書の資質の向上に向け、要請内容の改善・充実を図る」という「図書館法施行規則」の趣旨に基づく司
書課程科目を開設している。

別表 4　図書館に関する科目
※１印の付いた科目については、全学共通科目を参照すること。
※２印の付いた科目については、文学部共通専門科目を参照すること。

図書館法施行規則に定める
必要科目と単位

本学で開講されている
授業科目と単位

履修
年次

開講期 担当教員

必
　
修
　
科
　
目
（
甲
群
）

基
礎
科
目

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論	※１ ２ １・２ 春学期
秋学期 牧野　修也

図書館概論 ２ 図書館概論	※２ ２ １・２ 春学期
秋学期 水谷　長志

図書館情報技術論 ２ 図書館情報技術論 ２ １・２ 春学期
秋学期 水谷　長志

図書館制度・経営論 ２ 図書館制度・経営論 ２ ３・４ 春学期
秋学期 水谷　長志

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
科
目

児童サービス論 ２ 児童サービス論 ２ ３・４ 春学期
秋学期 中川理恵子

図書館サービス概論 ２ 図書館サービス概論 ２ １・２ 春学期
秋学期 長谷川幸代

情報サービス論 ２ 情報サービス論 ２ １・２ 春学期
秋学期 水谷　長志

情報サービス演習 ２
情報サービス演習Ａ※２ １ ３・４ 春学期

秋学期
長谷川幸代
増田　　元

情報サービス演習Ｂ １ ３・４ 春学期
秋学期

増田　　元
中川理恵子

図
書
館
情
報
資
源
に
関
す
る
科
目

図書館情報資源概論 ２ 図書館情報資源概論 ２ １・２ 春学期
秋学期 佐藤　正惠

情報資源組織論 ２ 情報資源組織論 ２ １・２ 春学期
秋学期 長谷川幸代

情報資源組織演習 ２
情報資源組織演習Ａ １ ３・４ 春学期

秋学期
長谷川幸代
三澤　勝己

情報資源組織演習Ｂ １ ３・４ 春学期
秋学期 長谷川幸代

選
択
科
目
（
乙
群
）

２
科
目
選
択

図書・図書館史 １ 図書・図書館史	※２ ２ ３・４ 秋学期 水谷　長志
図書館基礎特論 １ 図書館基礎特論 １ ３・４ 春学期 水谷　長志
図書館サービス特論 １ 図書館サービス特論 １ ３・４ 秋学期 長谷川幸代
図書館情報資源特論 １ 図書館情報資源特論 １ ３・４ 秋学期 長谷川幸代
図書館施設論 １ 図書館施設論 １ ３・４ 春学期 水谷　長志

（注） １．情報資源組織演習Ａ・Ｂを履修するには、情報資源組織論を修得することが望ましい。
２．情報サービス演習Ａ・Ｂを履修するには、情報サービス論を修得することが望ましい。
３	．「司書」の資格には、免許状の類はない。卒業後、有資格者であることを証明する必要の生じた
者には、図書館に関する科目の単位修得証明書を発行する。
４	．「図書館に関する科目」については再評価は行わない。ただし、所属学部の卒業要件となる科目
（※１印及び※２印を付した科目）については、成績の評価及び単位の認定に関する規程に従って再評
価を実施する。
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③司書教諭課程
　司書教諭課程は、学校図書館運営の中心となる司書教諭の資格を取得するための課程であり、「学校図
書館司書教諭講習規程」に基づき、「教職課程」を取得した上で、さらに別表 ５に定める科目と単位を修
得しなければならない。
　司書教諭には、学校図書館が学校の教育活動を支えるための中心として、情報化、国際化の進展等に対
応してさらに高機能・多機能化するとともに、健康的な快適な学習空間を創出し、生涯学習時代にふさわ
しいさまざまな役割を果たすことが求められており、読書活動等を通じて児童生徒の豊かな人間性の育成
に関する見識、学校図書館の経営能力、時代の変化に迅速に対応できる情報教育の担い手としての力量や
柔軟性、知的探究心、教育課程の展開と各種資料の活用に対する深い理解と見識、児童生徒や教師、地域
の人々とのコミュニケーション能力など、多様な資質を備えることが必要とされている。
　履修許可条件
　一．教育職員免許法施行規則第６６条の ６に定める科目をすべて修得していること（P１１５）
　二．前期課程において修得すべき「教育の基礎的理解に関する科目」をすべて修得していること（P１２１）
　三．一定の「教科及び教科の指導法に関する科目」を ６単位以上修得していること（P１１６〜１２0）

別表 5 　司書教諭に関する科目

学校図書館司書教諭講習規程に
定める必修科目と単位

本学で開講されている
授業科目と単位

履修
年次

開講期 担当教員

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ ３・４ 春学期 三澤　勝己

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２ ３・４ 春学期 三澤　勝己

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ ３・４ 秋学期 三澤　勝己

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ ３・４ 春学期 三澤　勝己

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ ３・４ 秋学期 水谷　長志

（注） １．本学開設科目はすべて必修である。
２	．司書教諭の修了証書は文部科学大臣が授与する。本学の学生については、大学が「司書教諭講
習書類参加」という形で一括申請する。（例年 ６〜 ７月頃に実施される。）
３	． ３年次終了までに上記のすべての科目を修得した者については、 ４年次に「司書教諭講習書類
参加」の申請を行うことで、卒業と同時に修了証書を取得することができる。ただし、その場合、
修了証書の効力は、教職の免許状を取得した時点から生じることになるので注意する必要がある。
４．「司書教諭に関する科目」については再評価は行わない。
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④学芸員課程
　学芸員になることのできる資格を取得するには、「博物館法施行規則」に基づき、学士の学位を取得
（大学を卒業）した上で、別表 ６に定める科目の単位を修得しなければならない（平成２４年 ４月 １日より
改正実施）。
　学芸員課程については、「学芸員の資質の向上に向け、人々の生涯学習への支援を含め博物館に期待さ
れている諸機能の強化及び情報化等の時代の変化に的確に対応する博物館運営の充実の観点から、その養
成に係る教育内容・教育方法の改善・充実を図る」という「博物館法施行規則」の趣旨に基づく学芸員課
程を開設している。

別表 6　博物館に関する科目
※１印の付いた科目については、全学共通科目を参照すること。
※２印の付いた科目については、文学部人文学科専門科目を参照すること。

博物館法施行規則に定める
必要科目と単位

本学で開講されている
授業科目と単位

履修
年次

開講期 担当教員

必
　
修
　
科
　
目

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論	※１ ２ １・２ 春学期
秋学期 牧野　修也

博物館概論 ２ 博物館概論	※２ ２ １・２ 春学期
秋学期 村田　　宏

博物館経営論 ２ 博物館経営論 ２ ３・４ 春学期
秋学期 村田　　宏

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２ ３ 春学期
秋学期 増野　恵子

博物館資料保存論 ２ 博物館資料保存論 ２ ３ 春学期
秋学期 村松　裕美

博物館展示論 ２ 博物館展示論 ２ ３ 秋学期 新井　久代

博物館情報・メディア論 ２ 博物館情報・メディア論 ２ ３ 春学期
秋学期 新井　久代

博物館教育論 ２ 博物館教育論 ２ ３ 春学期
秋学期 降旗千賀子

博物館実習 ３

博物館実習Ａ １ ４

令和４（２0２２）年度開講博物館実習Ｂ １ ４

博物館実習Ｃ １ ４
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本学で開設されている授業科目 単位 履修年次 担当教員

選

択

科

目

文化史

日本文化史
中国文化史
西洋文化史
日本の歴史と社会

２
２
２
２

３・４
３・４
３・４
３・４

文学部人文学科の
専門科目を
参照すること。

美術史

日本美術史（鑑賞を含む）Ａ
日本美術史（鑑賞を含む）Ｂ
西洋美術史（鑑賞を含む）Ａ
西洋美術史（鑑賞を含む）Ｂ
東洋美術史（鑑賞を含む）
近代美術史（鑑賞を含む）
東西美術交流
西洋図像学

２
２
２
２
２
２
２
２

１・２
１・２
１・２
１・２
３・４
３・４
３・４
３・４

民俗学
民俗学
文化人類学
伝承文化論

２
２
２

１・２
１・２
３・４

その他 考古学概説
文化財学

２	
２

１・２
３・４

（注） １	．選択科目は、各科目名左欄の ４つの系列から ３系列以上にわたり、各系列よりそれぞれ ４単位
以上の計１２単位以上を修得しなければならない。
２．「博物館実習」
　・	２年次終了時までに、前期課程で修得すべき「博物館に関する科目」の単位をすべて修得して
いること。

　・博物館実習Ｃは、博物館実習Ｂの修得を履修の要件とする。
　・	卒業見込み年度の学生であって、 3年次終了までに「博物館経営論」を除く必修科目のすべて

の単位を修得した者でなければ履修できない。
また、 ４年次で「博物館実習A〜C」を履修するためには、 3年終了時までに実習希望館別に、
下記の表の要件も必要となるので注意すること。なお、下記の要件のほかにできる限り「文化
財学」も履修すること。

博物館の専攻分野 美術系博物館 歴史・民俗系博物館

文学部人文学科で
修得すべき授業科目

1
〜
2
年

日本美術史（鑑賞を含む）Ａ 民俗学

日本美術史（鑑賞を含む）Ｂ 文化人類学

西洋美術史（鑑賞を含む）Ａ 日本史概説Ａ

西洋美術史（鑑賞を含む）Ｂ 日本史概説Ｂ（近代）

芸術論 東洋史概説

書芸術の鑑賞 考古学概説

3
〜
4
年

近代美術史（鑑賞を含む） 日本文化史

西洋図像学 日本の歴史と社会

東西美術交流 伝承文化論
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３ 	．学芸員課程履修者は、 ４年次に当該専攻分野に関連する文学部人文学科の卒業論文・卒業研究
（演習科目に含まれる時は、これを含む）を履修しなければならない（文学部人文学科以外の希望
者を含めて、 ４年次に「人文学演習ⅡＡ・ⅡＢ」の履修が必要となる）。
４	．「学芸員になることのできる資格」には、免許状の類はない。卒業後、有資格者であることを証
明する必要の生じた者には、博物館に関する科目の単位修得証明書を発行する。
５	．「博物館に関する科目」の必修科目については再評価は行わない。ただし、所属学部の卒業要件
となる科目（※１印及び※２印を付した科目）については成績の評価及び単位の認定に関する規程
に従って再評価を実施する。
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⑤社会調査士課程
　社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、人々の考え方や行動、マーケットの動きなどを読み
解く「調査のエキスパート」であり、一般社団法人社会調査協会が認定する資格である。同協会は、社会
調査士資格制度に参加する２４0以上の大学・学部等の教育組織と協力関係を構築し、日本社会学会、日本
教育社会学会、日本行動計量学会等の学術団体と密接な連携をはかりながら活動している。
　社会調査士課程は協会の定めるカリキュラムに準拠し、資格取得のための必修 ６科目および選択 ２科目
を修得しなければならない。なお、必修科目のうち「社会調査入門」は学部共通専門科目、「社会調査法」
は全学共通科目として開講する。

別表 7　社会調査士に関する科目

協会の定めるカリキュラム
平成29年度以降 
本学開講科目

必修
単位

選択
単位

履修
年次

備　　考

【A】社会調査の基本的事項に関
する科目

社会調査入門 ２ １・ ２ 学部共通専門科目

【B】調査設計と実施方法に関す
る科目

社会調査法 ２ １・ ２ 全学共通科目

【C】基本的な資料とデータの分
析に関する科目

データの読み方 ２ １・ ２

コミュニティ	
デザイン学科	
専門科目

＊＝いずれか	
１科目を選択必修

【D】社会調査に必要な統計学に
関する科目

社会統計学 ２ １・ ２

【E】多変量解析の方法に関する
科目

多変量解析の	
基礎＊ ２ ３・ ４

【F】質的な調査と分析の方法に
関する科目

質的調査法＊ ２ ３・ ４

【G】社会調査を実際に経験し学
習する科目

社会調査実習Ⅰ ２ ３・ ４

社会調査実習Ⅱ ２ ３・ ４

注） １．	科目の履修順序に決まりはないが、Ａ科目の「社会調査入門」から始めると、段階的に理解を進
めることができる。
２．	Ｇ科目の「社会調査実習Ⅰ」と「社会調査実習Ⅱ」は、同じ教員が担当するクラスを履修するこ
と。ⅠとⅡをセット履修することが資格取得の要件である。また、Ｇ科目は授業時間外の作業が多
く、秋学期末は報告書を作成するので、就職活動や卒業論文作成との兼ね合いを考慮し、履修時期
を決めることが望ましい。
３．	３年次の ６月と１0月に社会調査士（キャンディデイト）資格申請ができる。申請時までにＡ〜Ｇ
に対応した科目から ３科目以上の単位を取得し、かつ、 ３年次に履修中の科目を合計すると ５科目
以上になることが申請要件で、資格認定手数料が必要となる。
４．	社会調査士資格の取得は、卒業時となる。単位取得・卒業を証明する書類と、審査・認定手数料
が必要となる。
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